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『
御
誓
文
大
意
』
と
『
御
宸
翰
大
意
』

所

功

〔
解
　
説
〕

　

明
治
天
皇
が
践
祚
さ
れ
た
翌
春
の
慶
応
四
年
三
月
十
四
日
（
Ａ
Ｄ

一
八
六
八
年
四
月
六
日
）
に
公
表
さ
れ
た
「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
は
、

日
本
の
近
代
史
上
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
成
立

過
程
や
政
治
思
想
史
的
な
意
義
な
ど
に
つ
い
て
考
究
し
た
先
学
の
論

著
は
、
決
し
て
少
く
な
い
。

　

こ
の
御
誓
文
が
出
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
そ
の
意
味
を
懇
切
に
注
釈

し
一
般
に
普
及
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

刊
の
萩
原
正
平
著
『
御
誓
文
大
意
』
が
あ
る
こ
と
も
、
早
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ

研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
管
見
に
入
ら
な
い
。

　

念
の
た
め
、
こ
の
『
御
誓
文
大
意
』
は
、
後
述
の
『
御
宸
翰
大

意
』
と
共
に
、
数
年
前
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
「
文
部
省

図
書
館
」
旧
蔵
本
（
特
三
八
―
五
一
五
）
が
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
序
文
も
本
文
も
変

体
仮
名
を
多
く
含
み
、
か
な
り
読
み
辛
い
。

　

そ
こ
で
、
私
は
近
代
史
に
疎
い
け
れ
ど
も
、「
五
箇
条
の
御
誓
文
」

に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
そ
の
全
文
を
少
し
読

み
易
く
し
て
（
変
体
仮
名
と
正
画
漢
字
を
当
用
の
平
仮
名
と
常
用
の
漢
字

に
改
め
た
）、
本
誌
に
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
っ
て
、
著
者
の
略
歴
と
主
な
事
績
、
お
よ
び
『
大

意
』
の
説
明
を
補
足
す
る
資
料
な
ど
を
少
し
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
著
者
の
萩
原
正
平
（
は
ぎ
わ
ら
ま
さ
ひ
ら
）
に
つ
い
て
は
、
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
完
結
し
た
『
神
道
大
辞
典
』（
平
凡
社
刊
、

同
六
十
三
年
臨
川
書
店
刊
の
合
冊
縮
刷
版
一
一
三
六
頁
）
に
簡
潔
な
説
明

史
料
紹
介
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が
あ
る
。
ま
た
同
五
十
六
年
初
版
の
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新

人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
刊
七
七
四
頁
）
は
、
よ
り
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
の
で
、
左
に
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

天
保
九
年（
一
八
三
八
）
一
二
月
一
一
日
―
明
治
二
十
四
年
（
一

八
九
一
）六
月
七
日
、〈
諱
〉初
名
直
胤
・
正
平
、〈
称
〉
荘
兵
衛
、

〈
生
〉
伊
豆
国
君
沢
郡
川
西
村
小
坂
、〈
身
〉
名
主
・
国
学
者
・
神

官
、〈
著
〉『
増
訂
伊
豆
志
稿
』『
古
史
言
行
頌
』『
承
久
殉
難
五
卿

事
蹟
考
』『
伊
豆
国
式
社
考
証
』『
伊
豆
国
式
社
考
略
』『
伊
豆
三
島

神
社
考
証
』『
三
島
大
社
伝
記
』、〈
参
〉
萩
原
民
治
『
寄
桜
懐
旧
・

寄
松
懐
旧
』、
伊
東
多
三
郎
『
草
莽
の
国
学
』『
三
島
市
誌
』、
中

野
虎
三
『
国
学
三
遷
史
』、『
国
学
者
伝
記
集
成
』

名
主
役
を
つ
と
む
。
平
田
篤
胤
没
後
門
人
、
横
田
直
助
に
業
を

う
け
、
皇
国
学
に
専
心
。
明
治
二
年
、
神
葬
祭
に
改
め
、
伊
豆

の
神
葬
祭
運
動
の
先
駆
を
な
す
。
神
祇
官
宣
教
使
・
三
嶋
神
社

少
宮
司
・
足
利

（
柄
カ
）県

学
校
吟
味
係
・
静
岡
県
地
誌
国
史
編
輯
係
・

伊
豆
山
神
社
祠
官
・
県
会
議
員
を
つ
と
む
。
そ
の
間
、
足
柄

4

4

県

知
事
の
委
託
で
伊
豆
国
式
内
神
社
調
査
に
従
事
、
五
年
三
月

『
伊
豆
国
式
社
考
証
』
を
完
成
す
る
。
教
導
職
で
は
権
大
教
正

と
な
る
。
一
方
、
大
社
教
に
参
加
、
分
院
長
を
つ
と
む
。
伊
豆

を
知
る
国
学
者
と
し
て
有
名
。
年
五
四
で
没
。

　

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
本
書
を
著
し
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
当

時
、
萩
原
正
平
（
三
十
四
歳
）
は
、
三
島
神
社
少
宮
司
で
あ
り
、
そ

の
前
後
か
ら
神
祇
官
の
宣
教
使
（
大
講
義
）
や
大
社
教
の
伊
豆
分
院

長
な
ど
を
務
め
、
伊
豆
国
式
内
社
の
考
証
に
力
を
注
ぎ
、
神
葬
祭
の

普
及
に
も
努
め
て
い
た
。
名
主
ク
ラ
ス
の
平
田
流
国
学
者
で
あ
り
、

新
政
府
の
神
祇
政
策
を
受
け
入
れ
、
生
地
の
伊
豆
地
域
で
勉
学
と
教

育
に
尽
力
し
た
神
官
と
し
て
『
三
島
市
史
』
な
ど
で
も
相
応
に
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
勉
学
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
『
御
誓
文
大

意
』
を
著
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
は
、
今
の
と
こ

ろ
知
る
手
懸
り
が
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
と
関
係
が
深
い
著
作
と
し
て
、

本
書
の
奥
付
の
右
上
に
「
御
宸
翰
大
意　

近
刊
」
と
の
予
告
が
あ
り
、

そ
れ
が
二
年
四
ケ
月
後
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
御
宸
翰
大
意
』
は
、
前
述
の
『
御
誓
文
大
意
』
が
私
家
版

的
な
個
人
の
著
作
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
表
紙
に
「
吉
田
強

介
謹
述
／
大
内
青せ

い

巒ら
ん

閲
」「
御
宸
翰
大
意　

全
」「
明
治
八
年
第
三
月

廿
七
日　

擁
萬
閣
蔵
版
」
と
あ
り
、
奥
付
に
同
年
月
日
許
可
「
東
京

芝
赤
羽
根
／
書
林　

山
口
屋
佐
七
」
と
あ
る
。

　

し
か
も
、
冒
頭
に
毛
筆
体
で
「
正
二
位
綾
小
路
有
長
」（
八
十
四

歳
）
の
題
辞
「
撫
黎
元
」
と
「
宮
内
大
輔
万
里
小
路
博
房
」（
四
十
二

歳
）
の
和
歌
「
天
の
し
た
萬
の
民
に
か
け
ま
く
も　

か
し
こ
き
君
の

み
こ
と
の
り
か
な
」
を
掲
げ
、
さ
ら
に
「
正
六
位
田
中
頼
庸
」
の

「
御
宸
翰
大
意
序
」
を
載
せ
て
い
る
。

　

著
者
の
吉
田
強
介
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
「
筑
後
の
国
人
」
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と
い
う
以
外
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
本
書
に
序
文
を
寄
せ
た
田
中
頼

庸
（
一
八
三
六
～
一
八
九
七
）
は
、
薩
摩
出
身
の
国
学
者
で
、
明
治
五

年
か
ら
神
祇
官
に
出
仕
し
、
同
七
年
か
ら
神
宮
の
大
宮
司
、
同
九
年

か
ら
大
教
正
を
務
め
て
を
り
、
前
述
の
萩
原
正
平
と
交
流
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
校
閲
者
の
大
内
青
巒（
一
八
四
五
～
一
九
一
八
）は
、
仙
台
出
身

の
真
宗
僧（
大
谷
光
尊
の
侍
講
）で
、
明
治
五
年
か
ら
「
明
教
新
報
」
を

発
行
し
て
い
る
が
、
同
十
一
年
『
豆
州
熱
海
誌
』（
真
誠
社
）を
出
版
し

て
お
り
、
伊
豆
の
萩
原
正
平
と
も
関
係
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
前
の
『
御
誓
文
大
意
』
は
、
御
誓
文
の
出
た
四
年
半

後
（
明
治
五
年
十
一
月
）
出
版
さ
れ
て
い
る
。
当
時
「
五
箇
条
の
御
誓

文
」
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
か
は
、
翻
刻
を
通
覧
す
れ
ば

誰
に
も
判
る
の
で
説
明
を
要
し
な
い
。
た
だ
、
初
め
の
方
（
一
連
符

号
イ
）
に
記
さ
れ
て
い
る
『
太
政
官
日
誌
』
は
、
原
文
に
よ
り
引
い

て
お
こ
う
（
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
、（　

）
内
に
私
注
、
句
読
点
等
を

加
え
、
改
行
を
／
印
で
詰
め
た
）。

『
太
政
官
日
誌
』
第
三
（
慶
応
四
年
三
月
）

三
月
十
四
日
、
南
殿
（
紫
宸
殿
）
に
於
て
／
天
神
地ち

祇ぎ

御
誓せ

い

祭さ
い

被
レ

為
レ

在
、
公く

卿ぎ
ょ
う・

諸
侯
会
同
、
就
約や

く

の
次
第
、
左
の
如
し
。

一
、
午
の
刻
、
群
臣
着
座
／
公
卿
・
諸
侯
、
母も

屋や

。
殿
上
人
、

南
廂
。
徴
士
、
東
廂
。

一
、
塩
水
行
事
／
神
祇
官
勤
レ

之
〔
吉
田
三
位
侍
従
〕

一
、
散
米
行
事
／
神
祇
権
判
事
勤
レ

之
〔
植
松
少
将
〕

一
、
神
祇
督
着
座
〔
白
川
三
位
〕

一
、
神
於（

お
ろ
し
）

呂
志
神
歌
／
神
祇
督

（
伯
カ
）勤

レ

之
。

一
、
献
供
／
神
祇
督
・
同
輔
・
同
権
判
事
等
立り

つ

列れ
つ

拝は
い

送そ
う

同
輔

〔
津
和
野
侍
従
〕
点て

ん

検け
ん

。

一
、
天
皇
出
御
／
御
祭
文
読よ

み

上あ
ぐ

。
／
総
裁
職
勤
レ

之
〔
三
条
大
納
言
〕

一
、
天
皇
御
神
拝
／
親し

た
しく

幣へ
い

帛は
く

の
玉
串
を
奉
献
し
た
ま
ふ
。

一
、
御
誓
書
読
上
。
／
総
裁
職
勤
レ

之
。

一
、
公
卿
・
諸
侯
就
約
。
／
但
、
一
人
宛
中
央
に
進
み
、
先
づ

／
神
位
を
拝
し
／
御
座
を
拝
し
、
而
後
執し

っ

筆ぴ
つ

・
加
名
。

一
、
天
皇
入
御
。

一
、
撤
供
／
拝
送
如
レ

初
。

一
、
神
阿（

あ

計げ
）

神
歌
。
／
神
祇
督
勤
レ

之
。

一
、
群
臣
退
出
。

※
こ
の
後
に
「
御
祭
文
之
御
写
」「
御
誓
文
之
御
写
」「
御
宸
翰

之
御
写
」
を
全
文
引
載
し
て
い
る
（
省
略
）。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
日
、
紫
宸
殿
に
「
天
神
地
祀
」
を
祀
っ
て

「
御
誓
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
明
治
天
皇
の
御
前
に
お
い
て
総
裁
職
（
三

条
実
美
）
に
よ
り
「
御
祭
文
」
と
「
御
誓
書
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
た

後
、
公
卿
も
諸
侯
も
一
人
ず
つ
中
央
に
進
み
出
て
「
神
位
」
と
「
御

座
」
を
拝
し
て
か
ら
「
筆
を
執
り
名
を
加
え
」
て
い
る
。

　

こ
の
誓
約
署
名
は
、
当
日
参
列
し
た
高
官
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
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中
下
級
官
人
ま
で
含
め
て
七
百
六
十
七
名
に
及
ん
だ
。
そ
の
原
本
は
、

御
物
と
し
て
京
都
御
所
の
東
山
御
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
宮
内

省
編
『
明
治
天
皇
紀
』
慶
応
四
年
三
月
十
四
日
条
に
「
今
七
巻
に
装
幀
せ
ら

る
」
と
み
え
る
）。
ま
た
、
そ
の
写
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
宮
内
公

文
館
で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

『
維
新
史
料
綱
要
』
所
載
分
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
両
著
が
出
版
後
ど
の
よ
う
に
広
ま
り
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
か
も
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
（
東
大
「
近
代
日

本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
吉
野
作
造
文
庫
」
に
は
両
方
あ
る
）。

　

最
近
、
古
書
で
入
手
し
た
「
瀧
本
豊
之
輔
謹
解
『
五
箇
条
御
誓
文

大
意
』」（
昭
和
九
年
三
月
、
東
学
社
、
Ａ
5
判
一
一
六
頁
）
は
、
末
尾
に

「
参
考
資
料
」
の
一
つ
と
し
て
「
御
誓
文
大
意
」
を
あ
げ
て
い
る
が
、

内
容
的
に
は
「
筧
克
彦
氏
述
『
五
事
の
御
誓
』」（
大
正
十
五
年
十
一
月
、

大
日
本
弥
栄
会
）
の
流
れ
を
汲
む
解
釈
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
瀧
本
氏
が
「
御
誓
文
の
本
質
」
と
し
て
、「
五
箇
条
御
誓

文
が
何
人
の
立
案
に
係
る
と
か
…
…
種
々
の
事
情
の
詮
索
の
如
き
」

傾
向
に
注
意
を
促
し
、「
御
誓
文
は
…
…
明
治
天
皇
様
に
拠
り
て
発

現
せ
ら
れ
た
る
肇
国
以
来
の
国
是
で
あ
る
。
建
国
の
事
実
信
仰
を
簡

単
明
瞭
な
る
五
つ
の
形
式
に
於
て
宣
布
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、

種
々
の
考
証
、
そ
れ
等
は
…
…
此
の
事
実
信
仰
が
実
現
せ
ら
る
る
材

料
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。」（
一
六
・
一
八
頁
）
と
の
指
摘
は
、
正
鵠
を

射
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日
稿
）

〔
翻
　
刻
〕

　
　
　
御
誓
文
大
意

㋐�

御ご

誓せ
い

文も
ん

の
五ご

ケか

条じ
ょ
う

は
、
去さ

ん
ぬ

る
戊つ

ち
の

辰え
た
つ

年ど
し

（
一
八
六
八
）
の
三
月
十
四

日
、
西さ

い

京き
や
う

（
京
都
）
に
於お

い

て
、
天あ

ま
つ

神か
み

地く
に
つ

祇か
み

を
御ご

誓せ
い

祭さ
い

遊あ
そ

ば
さ
れ
て

御お

定さ
だ
め

に
成な

り

た
る
御ご

政せ
い

体た
い

の
も基き

本ほ
ん

、
と

御ご

一い
つ

新し
ん

の
目も

く

的て
き

と

め
あ
て

す
べ
き
、
至い

た
つ

て
大た

い

切せ
つ

な
る
御ご

文ぶ
ん

で
ご
ざ
る
が
、

㋑�

其そ
の

御
誓
祭
の
次し

第だ
い

を
太だ

い

政じ
ょ
う

官く
は
ん

日に
つ

誌し

に
記し

る

し
て
有あ

り

ま
す
る
趣

お
も
む
きは

、

ま
づ
御ご

所し
よ

の
南な

ん

殿で
ん

（
紫
宸
殿
）
と
申ま

う

す
に
神し

ん

座ざ

を

か
み
の
ご
ざ

設ま
う

け
置お

き

て
、
午う

ま
の

刻こ
く

に
至い

た

り
、
群ぐ

ん

臣し
ん

悉こ
と
ご
とく

着ち
や
く

座ざ

い
た
し
、
塩え

ん

水す
い

散さ
ん

米ま
い

の
行ぎ

や
う

事じ

と
云い

ふ

あ
り
て
、
次つ

ぎ

に
神か

み

於お

呂ろ

志し

、

か
み
 
を
 
む
か
 
へ
る

ま
た
献け

ん

供く

の

そ
な
へ
も
の

式し
き

を
行お

こ
な

ひ
、

て
ん
　
し
　
さ
ま

天て
ん

皇の
う

様さ
ま

出し
ゆ
つ
ぎ
よ御

あ

い
で
 
ま
し

ら
せ
ら
れ
、
総そ

う

裁さ
い

職し
よ
く

御ご

誓せ
い

文も
ん

を
読よ

み

あ
げ
、
天
皇
様
親し

た

し

く
み
て幣へ

い

帛は
く

の
ぐ
ら

御み

玉た
ま

串ぐ
し

を
奉ほ

う

献け
ん

し

た
て
ま
つ
り

御ご

神し
ん

拝ぱ
い

在あ
ら

せ
ら
れ
て
、
次つ

ぎ

に
ま
た
総

裁
職
御
誓
文
を
読
あ
げ
畢を

は
り

て
、

く
　
　
げ
　
だ
い
み
や
う

公く

卿ぎ
ょ
う

諸し
よ

侯か
う

一ひ
と

人り

つ
ゞ
中ち

う

央を
う

に
進す

す

み
、
先ま

づ

神し
ん

位ゐ

を
拝は

い

し
、
次
に
御ご

坐ざ

を

て
ん
し
さ
ま

拝
し
、
而し

か
う

し
て
後の

ち

に
各

お
の
お
の

筆ふ
で

を
執と

り

て
御ご

誓せ
い

書
に
姓
名
を
書か

き

加く
は

へ
畢を

は
り

て
、
天
皇
様
入に

う

御ぎ
よ

遊あ
そ

ば
せ
ら

れ
、
撤て

つ

供ぐ

、

そ
な
へ
も
の
を
さ
げ
る

ま
た
神か

み

阿あ

計げ

の

か
み
を
お
く
る

式
を
行
ひ
、
群
臣
退た

い

出し
ゆ
つ

い
た
さ
れ
た

る
由よ

し

見
え
て
、
其
御
祭
文
は
、

㋒�
懸か

け
ま

久く
毛も

恐か
し
こ

支き

／
天あ

ま
つ

神か
み

国く
に
つ

神か
み

乃の

大お
お

前ま
え

尓に
、

今こ
　
と
し年

三や
よ
い
と
を
あ
ま
り
よ
つ
か
ひ

月
十
四
日

乎を

生い
く

日ひ

乃の

足た
り

日ひ

登と

撰え
ら
び

定さ
だ
め

天て

祢ね

宜ぎ

申ま
う

住さ
久く

、
今い

ま
与よ
利り

天あ
ま

津つ

神か
み

乃の

御み

言こ
と

寄よ
さ
し

乃の

随ま
に
ま

仁に

天あ
め
の

下し
た

乃の

大お
お
き

政ま
つ
り
ご
と

遠を

執と
り

行お
こ
な

波は
無ん
止と
之し
天て

、
親み

こ

王た
ち

卿ま
へ
つ

臣ぎ
み

国く
に
ぐ
に
の
み
こ
と
も
ち
ど
も
つ
か
さ
づ
か
さ
の
ひ
と
ど
も

々
諸
侯
百
僚
官
人

遠を

引ひ
き

召ゐ
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連つ
ら
ね

天て

、
此こ

の

神か
み

床ど
こ

乃の

大お
お

前ま
え

仁

誓う
け
ひ

津つ
良ら
久く
波は

、
近ち

か
起き

頃こ
ろ

保ほ

比ひ

、
邪ま

が

者も
の

乃の

是こ

所こ

彼か
し

所こ

仁に

荒あ
ら

備び

武た
け

比び
天て

天あ
め
の

下し
た

佐さ

夜や

藝ぎ

仁に

佐さ

夜や

藝ぎ

、
人ひ

と

乃の

心こ
こ
ろ

毛も

平お
だ
ひ穏

奈な
良ら
受ず

、
故か

れ

是こ
こ
を

以も
て

天あ
め
の

下し
た

乃の

諸も
ろ

人び
と

等ど
も

乃の

力ち
か
ら

遠を

合あ
わ

世せ

心こ
こ
ろ

遠を

一ひ
と

津つ
仁に
之し
弖て

／
皇す

め
ら

我が

政
ま
つ
り
ご
と

遠を

輔あ
な

翼な
ひ

奉た
て
ま
つ

利り

令つ
か
え

仕ま
つ
ら

奉し
め

給た
ま

閉へ
止と

、
請こ

ひ

祈う
み

申ま
を

礼し
ゐ

代や
じ
ろ

波は

横よ
こ

山や
ま

乃の

如ご
と

置お
き

高た
か

成な
し

弖て

奉
た
て
ま
つ

留る

形か
た
ち

遠を

聞き
こ

食し
め
し

弖て

天あ
め
の

下し
た

乃の

万お
ほ
み

民だ
か
ら

遠を

治を
さ
め

給た
ま

比ひ

育め
ぐ
み

給た
ま

比ひ

、
谷た

に

蟇ぐ
く

乃の

狭さ

渡わ
た

留る

極き
わ
み

白し
ら

雲く
も

乃の

随お
り

居ゐ

向む
か

伏ぶ
す

限か
ぎ
り

、
逆そ

む
き

敵あ
だ

対な
す

者も
の

波は

令あ
ら

在し
め

給た
ま

波は
受ず

、
遠と

ほ
つ

祖み
お
や

尊
の
み
こ
と

乃の

恩み
た
ま

頼の
わ
け

遠を

蒙か
が
ふ

利り

天て

、
無と

こ

窮し
へ

仁に

仕つ
か
へ

奉ま
つ

礼れ
る

留
人ひ

と

共ど
も

乃の

今け

日ふ

乃の

誓う
け
ひ約

尓に

違た
が

波は
無ん

者も
の

波は

／
天て

ん

神じ
ん

地ち

祇ぎ

乃の

倏た
ち

忽ま
ち

仁に

刑つ
み

罸な
ひ

給た
ま

波は
無む

物も
の

曽ぞ
止と

／
皇す

め

神か
み

等た
ち

乃の

前み
ま
え

尓に

誓う
け
ひ

乃の

吉よ

詞ご
と

申ま
を
し

給た
ま

波は
久く
止と

申ま
を
す

と

有
ま
す
る
が
、

㋓�

此こ
の

大た
い

意い

を
掻か

い

摘つ
ま

ん
で
申
さ
ば
、
今い

ま

よ
り
天あ

ま
つ

神か
み

の
御お

言ふ
せ

寄つ
け

の
通と

お

り
天あ

め
の

下し
た

の
太お

ほ
き

政
ま
つ
り
ご
とを

執と
り

行お
こ
な

は
ん
と
し
て
、
卿く

ぎ

臣や
う

国く
に

々ぐ
に

の
諸し

よ

侯こ
う

百ひ
や
く

官く
は
ん

の

人ひ
と

々び
と

を
天
神
地
祇
の
大
前
に
引
居
つ
ら
ね
て
、
御
祭
文
仕つ

か

奉ま
つ

る
次

第
ハ
、
近ち

か

頃ご
ろ

邪
よ
こ
し
ま
な
る

者も
の

乃の

是こ

所こ

彼か
し
こ所

に
荒あ

ら

び
騒さ

は

ぎ
て
人
の
心
も
穏

お
だ
や
か

な
ら
ざ
り
し
が
、
今こ

の

般た
び

復
古
の
御ご

時じ

世せ
い

と
成
て
は
、
天
下

も
ろ

の
ひ
と

衆し
ゅ
う
し
ょ庶

各お
の
お
の

力ち
か
ら

を
合あ

は

せ
心こ

こ
ろ

を
一ひ

と
つ

に
し

ご
せ
い
じ

て
、
皇き

み
の

政
ま
つ
り
ご
とを

輔た
す
け

翼た
て

奉ま
つ

る
様
に
為な

さ

し

め
給
ひ
、
一
人
も
逆そ

む
き

敵あ
だ

対な
す

も
の
在あ

ら

し
め
ず
、
遠ご

せ
ん
ぞ
の
か
み

親
尊
の
恩

み
た
ま
の
わ
け頼

を

ご
か
ん
と
く

蒙か
う
む

り
て
無む

窮き
う

に
仕ご

ほ
う
か
う
す
る

奉
る
人
共
の
中な

か

に
、
若も

し

も
今こ

ん

日に
ち

の
御ご

誓せ
い

約や
く

に

ち
　
か
　
ひ

違ゐ

背は
い

す
る
者も

の

あ
る
時
は
、
天て

ん

神じ
ん

地ち

祇ぎ

の
忽

た
ち
ま
ちに

刑け
い

罸ば
つ

を

お
と
が
め

加
へ
給
ふ
や
う

に
と
、
御ご

誓せ
い

詞し

を

お
ち
か
ひ
の
こ
と
ば

申
し
上あ

げ

て
祈き

請ぜ
い

し
奉
る
と
申
す
意こ

こ
ろ

で
ご
ざ
り
て
、

此か
く

の
如ご

と

く
厳お

ご
そ

か
に
御お

誓ち
か
ひ

あ
ら
せ
ら
れ
て
御お

定さ
だ
め

に
相あ

ひ

な
り
、
今
日
の

急き
ふ

務む

、

せ
ん
げ
な
ら
ぬ
つ
と
め永ゑ

い

世せ
い

の
ど
だ
い基き

礎そ

と
い
し
ず
ゑ

申
す
べ
き
御
文
で
ご
ざ
る
に
因よ

つ

て
、
御

誓
文
と
も
申
し
た
も
の
で
、
上か

み

は
や
く
 
し
ょ
　
や
く
 
し
ょ

官く
わ
ん
し
や
う省

府ふ

県け
ん

に
勤
め
ら
る
る
官や

く

吏に
ん

を
始
め
、
下し

も

も
一い

つ

区く

一い
つ

村そ
ん

一い
つ

町ち
や
う

の
長ち

ょ
う

た
る
も
の
に
至
る
ま
で
、

各
此
を
目
的
と
い
た
し
て
職し

よ
く

掌し
よ
う

を
尽つ

く

し
、
万ば

ん

民み
ん

衆し
ゆ
う

庶し
よ

を
治
め
て

ま
ゐ
る
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
庶し

よ

民み
ん

末す
ゑ

ゝず
ゑ

に
至
る
ま
で
も
亦ま

た

こ
れ

を
以も

ち

て
方ほ

う

向か
う

を

む

き

定
め
、
上じ

よ
う

旨し

を

お
か
み
の
ご
し
ゆ
い

守ま
も

り
職し

よ
く

業
を
勉つ

と
め

励は
げ
ん

で
ま
ゐ
る
事
で
、

万ま
ん

ゝま
ん

一い
ち

も
此
御
誓
文
の
御
趣
意
に
相あ

い

反は
ん

し
て
背そ

む

き
違
ふ
も
の
は
、

天
神
地
祇
の
罪ざ

い

人に
ん

、
天
皇
様
の
罪
人
、
天
下
の
罪
人
と
相
な
る
事

で
ご
ざ
れ
ば
、
苟

い
や
し
くも

我わ
が

帝み
く
に国

の

に
ほ
ん
ご
く

民た
み

た
る
も
の
は
、
貴き

賤せ
ん

老ろ
う

少せ
う

の
差

別
な
く
誰
も
た
れ
も
必

か
な
ら
ず

心こ
こ
ろ

得え

て
居を

ら
る
御ご

文ぶ
ん

で
ご
ざ
り
て
、
此こ

の

御ご

一い
つ

新し
ん

の
御ご

時じ

世せ
い

に
遇あ

ひ

な
が
ら
此こ

れ

を
知
ら
ず
に
居を

る

と
云い

う

は
、
譬た

と

へ

て
見
る
と
、
ち
や
う
ど
闇
の
夜
に
提て

う

灯ち
ん

な
く
て
逆
を
歩あ

る
く行

も
同
様
、

吾わ
れ

と
わ
が
往ゆ

く

先さ
き

も
わ
か
ら
ぬ
と
申
す
や
う
な
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋔�

右み
ぎ

に
就つ

い

て
学が

く

問も
ん

も
致
さ
ぬ
人
と
、
ま
た
女を

ん
な

童わ
ら
は
べな

ど
の
為た

め

に
、
其そ

の

大
意
を
誰た

れ

に
も
聞き

き

と
ら
る
ゝ
や
う
卑ひ

く

く
取と

り

下く
だ

し
て
演え

ん

説ぜ
つ

に
及お

よ

び
ま

す
る
に
因よ

り

て
、
銘め

い

〻め
い

此こ
の

旨む
ね

を
よ
く
確が

て
ん会

い
た
さ
れ
、
段た

ん

々た
ん

と
高た

か

き

所と
こ
ろ

に
も
推お

し

及お
よ

ぼ
し
考か

ん
が

へ
て
、
所い

わ
ゆ
る謂
御ご

政せ
い

体た
い

の
基き

本ほ
ん

を
窺う

か
が

ひ
、
御
一

新
の
景け

い

況き
や
う

に

あ
り
さ
ま

も
通つ

う

じ
、
開
化
の
域
に
進
歩
い
た
さ
る
る
が
宜よ

ろ

し

い
で
ご
ざ
る
。

　
　

第だ
い

一い
ち

条じ
ゃ
う

広ひ
ろ
く

く
会

く
わ
い

議ぎ

を
興お

こ

し
万ば

ん

機き

公こ
う

論ろ
ん

に
決け

つ

す
べ
し
。

㋕�

此こ
の

条じ
や
う

は
、
衆し

ゆ
う

議ぎ

を
尽つ

く

し
公こ

う

論ろ
ん

を
取と

る
と
云い

ふ

御ご

趣し
ゆ

意い

を
御お

示し
め
し

に
相
成

た
る
御
文
で
ご
ざ
る
が
、
広
く
会
議
を
興
し
と
は
、
御ご

政せ
い

事じ

向む
き

何
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事
に
よ
ら
ず
御お

上か
み

の
思お

ぼ
し

召め
し

給た
ま

ふ
所と

こ
ろ

の
み
を
以も

つ

て
は
御お

定さ
だ

め
遊あ

そ

ば
さ

る
る
事
な
く
、
広
く
上か

み

下し
も

の
人ひ

と

々ひ
と

を
集し

う

会く
わ
い

し
て
評ひ

や
う

議ぎ

い
た
さ
せ
給

ふ
の
道み

ち

を
御お

開ひ
ら

き
に
な
つ
た
る
を
、
斯か

や
う
申
し
た
も
の
で
ご
ざ

る
。

㋖�

万
機
公
論
に
決
す
べ
し
と
有あ

り

ま
す
る
万
機
は
、
万よ

ろ
ず

肝か
ん

要や
う

な
る
御
政

事
と
申
す
事
で
ご
ざ
り
て
、
総す

べ

て
天て

ん

下か

を
御お

治お
さ
め

め
遊
ば
さ
る
る
所

の
御ご

政せ
い

道ど
う

を
申
し
た
も
の
で
、
ま
た
公
論
に
決
す
べ
し
と
は
、

則す
な
は
ち

天て
ん

地ち

の
間
に
行お

こ
な

は
る
る
所
の
お
ほ
や
け
な
る
論
に
決け

つ

定て
い

い
た

す
べ
し
と
申
す
事
で
ご
ざ
る
が
、
此
お
ほ
や
け
と
申
す
事
は
、
頓や

が

て
公こ

う

の
字
の
意こ

こ
ろ

に
し
て
、
集
会
評
議
の
う
へ
何ど

処こ

へ
持も

つ

て
参ま

ゐ

つ
て

も
、
少す

こ
し

も
差さ

し

支つ
か
へ

の
な
い
道ど

う

理り

至し
ご
く極

な
る
所
を
申
し
た
も
の
で
、

㋗�

方ほ
う

今こ
ん

天

た
だ
　
い
ま

下
の
御
政
道
と
申
す
は
、
則

す
な
は
ち

衆も
ろ
も
ろ
の
ぎ
ろ
ん

議
を
尽
し
た
る
う
へ
差

支
の
な
い
お
ほ
や
け
な
る
所
を
以
て
御
取と

り

極き
め

遊
ば
さ
る
る
事
で
ご

ざ
り
て
、
御ご

一い
つ

新し
ん

以い

来ら
い

、
公こ

う

議ぎ

所し
よ

と
云
を
御お

ん

設も
う
け

に
相
な
り
、
諸し

よ

藩は
ん

よ
り
会
議
を
す
る
人
々
を
御お

召め
し

遊
ば
さ
れ
て
、
此
会
議
所
に
於
て

衆
議
を
い
た
さ
せ
ら
れ
た
事
で
ご
ざ
つ
た
が
、
其
後
に
此
会
議
所

の
称し

や
う

を
止や

め

て
改あ

ら
た

め
ら
れ
、
後
に
ま
た
此
衆
議
を
廃は

い

し
て
、
い
は
ゆ

る
太だ

い

政じ
や
う

官く
わ
ん

を
三さ

ん

局き
よ
く

に
の
け
ら
れ
て
、
中
を
正せ

い

院ゐ
ん

と
申
し
、
左
を

左さ

院ゐ
ん

、
右
を
右う

院ゐ
ん

と
申
し
て
、
其
左
院
・
右
院
を
以
て
会
議
を
い

た
す
役や

く

々や
く

の
詰つ

め

所し
よ

と
な
さ
れ
、
何
事
に
つ
け
て
も
衆
議
を
尽
し
た

る
上う

へ

に
て
公

お
ほ
や
けな

る
論
に
御お

と
り
き
め

決
定
い
た
す
事
と
相
な
つ
た
も
の
で
、

是
が
前ま

へ

々ま
え

と
は
大お

ほ
き

き
に
革か

は

つ
た
所
で
、
い
は
ゆ
る
御
一
新
の
効し

る
し

の

顕あ
ら

は
れ
た
と
申
す
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋘�

な
ほ
往ゆ

く

々ゆ
く

は
百ひ

や
く

姓し
や
う

・
町て

う

人に
ん

の
内う

ち

か
ら
も
、
此
会
議
を
す
る
者
を
撰え

ら

ん
で
差さ

し

出い
だ

さ
せ
る
様や

う

に
相
な
る
は
勿も

ち

論ろ
ん

、
府ふ

ふ々

縣け
ん

々け
ん

及
び
区く

く々

村そ
ん

々ぞ
ん

の
内
ま
で
も
、
此
会
議
を
す
る
所
が
出で

来き

て
ま
ゐ
る
に
相
違

な
い
事
で
、
か
の
西せ

い

洋や
う

諸し
よ

国こ
く

の
如
く
文ぶ

ん

明め
い

開か
い

化く
わ

の
往ゆ

き

わ
た
つ
た

国く
に

々ぐ
に

は
、
此
会
議
が
能よ

く

届と
ど

い
て
居を

つ

て
、
万
事
感
服
す
る
事
が
多
い

で
ご
ざ
る
。

㋙�

我わ
が

日に

本ほ
ん

の
く
に
と
て
も
、
上い

に
し
へ古

の
世
に
は
皆
斯か

や
う
の
御
定
と
見

え
て
、
既す

で

に
古こ

書し
よ

の
中な

か

に
八や

百ほ

万よ
ろ
づ

乃の

神か
み

等た
ち

乎を

神か
ん

集つ
ど
へ

尓に

集つ
ど
へ

、
神か

ん

議は
か
り

尓に

議
は
か
り
し

云か
く

々か
く

と
云
語ご

が
多
く
記し

る

し
て
有
ま
す
る
が
、
此
神
集
は
集

会
の
事
、
神
議
は
評
議
の
事
で
、
則
集
会
評
議
を
致
さ
れ
た

か
た
い確か

く

証し
よ
う

で

し
ょ
う
こ

ご
ざ
る
。
何
事
も
此か

く

の
ご
と
く
衆
議
を
尽
し
公
論
を
取
り

て
定
む
る
の
が
、
所
謂
天
地
の
間
に
行
は
る
る
所
の
の
道ど

う

理り

で
有

ま
す
る
に
因
て
、
広
く
会
議
を
興
し
万
機
公
論
に
決
す
べ
し
と
は

御
定
め
に
相
成
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

　
　

第
二
条

上じ
や
う

下げ

心こ
こ
ろ

を
一い

つ

に
し
て
盛さ

か
ん

に
経け

い

綸り
ん

を
行お

こ
な

ふ
べ
し
。

㋚�
此
条
は
、
所い

わ
ゆ
る謂

上じ
や
う

下げ

同ど
う

心し
ん

と
云
べ
き
御
趣
意
を
御
示
し
に
成
た

る
御
文
で
ご
ざ
る
が
、
此
上
下
心
を
一
に
し
て
と
有
ま
す
る
は
、

御ご

文ぶ
ん

面め
ん

の
如
く
上か

み

と
下し

も

と
協け

ふ

力り
よ
く

同ど
う

心し
ん

い

ち
か
ら
を
あ
は
せ
こ
こ
ろ
を
お
な
じ
くた
す
と
申
す
事
で
ご
ざ

り
て
、
上
を
恐お

そ

れ
な
か
ら
、
天て

ん

皇し

様さ
ま

の
御お

ん

事こ
と

、
下
は
官く

わ
ん

省し
や
う

寮れ
う

司し
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府ふ

ふ々

県け
ん

々け
ん

に
奉ほ

う

職し
よ
く

い

ご
ほ
う
こ
う

た
す
所
の
大だ

い

小し
よ
う

の
役や

く

人に
ん

方
、
ま
た
士し

農の
う

工こ
う

商し
よ
う

四し

民み
ん

の
す
ゑ
ず
ゑ
ま
で
を
申
し
た
も
の
で
、
此
四
民
の
末
々

ま
で
も
悉

こ
と
ご
とく

御お

上か
み

と
心
を
一
に
致
す
と
申
す
事
で
ご
ざ
る
。

㋛�

盛
に
経
綸
を
行
ふ
べ
し
有
ま
す
る
経
綸
は
、
能よ

く

す
ぢ
み
ち
を
立た

て

て

天
下
を
保ほ

う

護ご

維い

持ぢ

す

ま
も
り
た
も
ち

る
事
を
申
し
た
る
熟こ

と
ば語

に
て
、
則
上
下
協
力

同
心
い
た
し
て
天
下
を
安あ

ん

全ぜ
ん

に
治を

さ
む

る
様
に
致
す
べ
し
と
申
す
御
文

で
ご
ざ
り
て
、
か
の
大
小
の
役
人
方
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
四
民

の
末
々
ま
で
も
、
き
つ
と

み
に
う
け
と
め

体た
い

認に
ん

い
た
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
御
趣
意
で
ご

ざ
る
。

㋜�

然し
か

し
な
が
ら
、
天
下
を
安
全
に
を
さ
む
る
と
申
し
て
、
下
々
と
し

て
は
何な

に

も
む
づ
か
し
い
事
を
致
す
訳わ

け

で
は
な
く
、
第
一
御
上
の
御

趣
意
に
遵

し
た
が
ひ

奉た
て
ま
つり

、
ま
た
人ひ

と

の
人
た
る
道み

ち

を
明

あ
き
ら
かに

い
た
し
、
つ
ぎ

に
は
知ち

見け
ん

を

ち
ゑ
・
け
ん
し
き

開
き
開
化
に
進
み
、
何な

に

業わ
ざ

に
て
も
勉べ

ん

励れ
い

の

た
ん
せ
い

力
を
尽
し
、

身み

分ぶ
ん

に

み
の
ほ
ど

応お
う

じ
た
る
実じ

つ

効か
う

を

た
ん
せ
い
の
し
る
し

立
て
ま
ゐ
る
だ
け
の
事
で
、
日
本
国
中

の
人
々
が
各お

の

々お
の

さ
や
う
に
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

振ふ
り

起お
こ

し
て
勉
励
の
力
を
尽
す
時

に
も
、
自し

然ぜ
ん

と
富ふ

国こ
く

強き
よ
う

兵へ
い

と
申
し
て
全ぜ

ん

国こ
く

が
繁は

ん

昌じ
よ
う

い
た
し
、
武ぶ

備び

が
と
と
の
つ
て
外が

い

国こ
く

の

た
つ
と
び
・
う
や
ま
ひ

を
う
く
る
や
う
に
成
て
ま
ゐ
る
。
さ
や

う
成
て
ま
ゐ
る
の
が
、
則

す
な
は
ち

盛
に
経
綸
を
行
ふ
と
申
す
所
で
ご
ざ
る
。

㋝�

抑そ
も
そ
もか

や
う
御
定
に
相
な
つ
た
と
申
す
も
、
只ひ

た

管す
ら

此
日
本
の
国
が

富
国
強
兵
と
な
つ
て
外
国
の
凌り

や
う
ぶ侮

を

あ
な
ど
り

か
う
む
る
や
う
な
危あ

や

ぶ
み
も

な
く
、
上
下
一い

つ

般ぱ
ん

に
幸か

う

福ぶ
く

を

さ
い
は
ひ

う
け
さ
せ
ん
と
思お

ぼ
し

召め

し
給
ふ
よ
り
外ほ

か

は
な
い
事
で
、
実じ

つ

に
難
レ

有
い
御
趣
意
で
ご
ざ
る
。
し
か
る
に
、

愚お
ろ
か

な
田ゐ

な
か
び
と

舎
人
の
中
に
は
、
か
や
う
に
難
レ

有
い
御
趣
意
な
ど
を
ば

夢ゆ
め

に
も
知
ら
ず
、
動や

や

も
す
る
と
御
上
を
そ
し
つ
た
り
、
御
政
事
を

わ
る
く
云
た
り
し
て
、
御
一
新
の
妨

さ
ま
た
げを

す
る
も
の
が
あ
る
と
申
す

事
で
、
愚ぐ

人じ
ん

と
は
申
し
な
が
ら
甚
の
心こ

こ
ろ

得え

違ち
が
ひ

と
申
す
も
の
で
、
若も

し

も
さ
や
う
の
人
を
見
た
な
ら
ば
、
懇

ね
ん
ご
ろに

教け
う

導ど
う

を

を
し
へ
ま
な
び

加
へ
て
開
化
の
事じ

情じ
や
う

に
通つ

う

ず
る
や
う
に
致
さ
せ
た
い
も
の
で
ご
ざ
る
。

　

�

な
ほ
近
く
申
す
と
、
一い

つ

家か

を
治
む
る
も
一い

つ

村そ
ん

を
治
む
る
も
一い

つ

国こ
く

を

治
む
る
も
皆
同
じ
道ど

う

理り

で
ご
ざ
り
て
、
譬た

と
へ

ば
此こ

こ

に
一い

つ

軒け
ん

の
家い

へ

あ
り
、

一
家
中
同ど

う

心し
ん

一い
つ

致ち

い
た
し
て
掟お

き
て

を
守
り
職
業
を
勉
め
励
ん
で
ま
ゐ

る
時
に
も
、
自

お
の
づ
から

衣い

食し
よ
く

も

き
も
の
く
ひ
も
の

足た

り
家
法
も

い
へ
の
お
き
て

た
ち
他た

か
ら
指ゆ

び

も
さ
さ

れ
ぬ
様
に
な
つ
て
ま
ゐ
る
。
是
が
則
一
家
の

は
ん
じ
や
う

富ふ

強き
よ
う

と
申
す
べ
き

も
の
で
、
又
こ
こ
に
一
村
あ
り
、
上
下
心
を
一
つ
に
致
し
て
御
上

の
御
趣
旨
を
守
り
、
職
業
を
勤つ

と

め
智ち

ゑ
け
ん
し
き識
を
開
き
、
負ま

け

じ
劣お

と

ら
じ
と

勉べ
ん

励れ
い

い
た
し
て
ま
ゐ
る
時
に
は
、
自し

然ぜ
ん

と
人じ

ん

気き

も
正
し
く
土
地
も

富と

み
、
村む

ら
の

法お
き
て

も
備そ

な

は
つ
て
、
他
村
の
尊
敬
を
受
る
や
う
に
な
つ
て

ま
ゐ
る
。
此
則
一
村
の
富
強
と
申
す
べ
き
も
の
で
ご
ざ
れ
ば
、
大

小
の
差さ

別べ
つ

あ
る
の
み
に
て
、
一
国
の
富
国
強
兵
も
此こ

れ

と
同ど

う

様や
う

、
国

中
の
人
民
心
を
一
に
い
た
し
て
勉
励
い
た
す
所
よ
り
運は

こ

ん
で
ま
ゐ

る
事
で
ご
ざ
り
て
、
我わ

が

帝み
く
に国

の

に
ほ
ん
ご
く

往い
に

昔し
へ

、
富
強
の
国こ

く

威ゐ

海か
い

外が
い

ま
で
に

輝か
が
や

き
し
御
時
世
と
雖

い
へ
ど
も、

全
く
君
親
相
親
し
み
、
上
下
相あ

ひ

愛あ
い

し
、
協

力
同
心
い
た
し
た
る
よ
り
起
つ
た
る
は
勿も

ち

論ろ
ん

、
か
の
西せ

い

洋や
う

諸し
よ

国こ
く

の

如
く
各
開
化
を
き
は
め
、
富
強
に
ほ
こ
る
も
別べ

つ

に
所い

は
れ謂

の
あ
る
訳わ

け



262明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 54 号〕平成 29 年 11 月

で
は
な
く
、
只た

だ

々た
だ

国
中
協け

う

同ど
う

出し
ゆ
つ

精せ
い

の

な
か
よ
く
せ
い
だ
す

力
を
尽
す
所
よ
り
今こ

ん

日に
ち

の

形け
い

勢ぜ
い

を

あ
り
さ
ま

ば
相
な
つ
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋞�

さ
れ
ば
、
国
に
貧ひ

ん

富ぷ

強き
や
う

弱じ
や
く

と

ま
づ
し
き
つ
よ
き
よ
わ
き

云
事
の
あ
る
は
、
専も

は

ら
上
下
一
般

力
を
尽
す
と
尽
さ
ざ
る
と
に
因
る
事
で
、
到つ

ま
り底

自じ
ぶ
ん
じ
ぶ
ん

分
々
々
の
身み

の

上う
へ

に
関あ

づ
か係

る
事
で
ご
ざ
れ
ば
、
各
此
道
理
を
よ
く
〳
〵
弁わ

き
ま

へ
て
、

い
は
ゆ
る

し
か
と
し
て
ゆ
る
が
ぬ

確か
つ

乎こ

不ふ

抜ば
つ

の
目も

く

的て
き

を
立た

て

、
何
業
に
て
も
勉
励
の
経
綸
を

行
ふ
と
云
所
に
適か

な

ふ
や
う
に
心
が
く
る
が
第
一
の
勤つ

と
め

と
申
す
も
の

で
ご
ざ
る
に
因よ

つ

て
、
上
下
心
を
一
に
し
て
盛
に
経
綸
を
行
ふ
べ
し
、

と
は
御
定
に
相
成
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

　
　

第
三
条

官く
わ
ん

武ぶ

一い
つ

途と

庶し
よ

民み
ん

に
至い

た

る
ま
で
各

お
の
お
の

其そ
の

志
こ
こ
ろ
ざ
しを
遂と

げ

、
人じ

ん

心し
ん

を
し
て
倦う

ま

ざ
ら

し
め
ん
事こ

と

を
要え

う

す
。

㋟�

此
条
は
、
公こ

う

武ぶ

を
一
途
に
い
た
し
庶
民
に
い
た
る
ま
で
も
、
不ふ

羈き

自じ

由ゆ
う

の
行お

こ
な

ひ
を
備そ

な

ふ
べ
き
旨
を
御
示
し
に
な
つ
た
る
御
文
で
ご
ざ

る
が
、
ま
づ
此こ

の

官
武
一
途
と
有
ま
す
る
は
、
所い

は

謂ゆ
る

公く

家げ

武ぶ

家け

を
一

つ
に
致
す
と
申
す
こ
と
で
、
中ち

ゆ
う

代だ
い

よ
り
こ
の
か
た
公
家
・
武
家
と

い
ふ
も
の
が
で
き
て
甚

は
な
は
だし

く
差
別
が
立
て
を
つ
た
る
所
を
、
さ
や

う
な
陋ら

う

習し
ふ

を

い
や
き
な
ら
ひ

ば
さ
つ
ぱ
り
と
御ご

改か
い

正せ
い

に
な
り
、
少
し
も
隔へ

だ
て

の
な
い

や
う
に
遊
ば
さ
る
と
申
す
意
で
ご
ざ
る
。

㋠�

庶
民
に
い
た
る
ま
で
各
其
志
を
遂
、
人
心
を
し
て
倦
ざ
ら
し
め
ん

事
を
要
す
、
と
あ
り
ま
す
る
は
、
か
の
一
つ
に
い
た
し
た
る
公

家
・
武
家
は
勿も

ち

論ろ
ん

、
庶
民
と
ま
う
し
て
農の

う

工こ
う

商し
や
う

の
末す

ゑ

々ず
ゑ

に
い
た
る

ま
で
も
、
各
随ず

い

意い

に

こ
こ
ろ
の
ま
ま

其
志
を
遂
し
め
、
或
は
い
か
な
る
出し

ゅ
っ

世せ

も
で

き
、
い
か
な
る
富ふ

う

貴き

に
も
至い

た

る
や
う
に
遊
ば
さ
る
人
々
、
負ま

け

じ
劣お

と

ら
じ
と
進す

す
み

み
励は

げ

ん
で
倦
み
怠お

こ
た

る
事
の
無
い
や
う
に
す
る
を
肝か

ん

要え
う

に

い
た
す
と
申
す
事
で
ご
ざ
る
。
此
が
不
羈
自
由
と
ま
う
し
て
少
し

も
他
の
束そ

く

縛ば
く

を

つ
な
ぎ
し
ば
り

う
け
ず
自
由
自じ

在ざ
い

な
る
所
で
、
農
工
商
の
庶
民
と

い
え
ど
も
、
前ま

へ

々ま
へ

と
は
大
に
違ち

が

ひ
志
を
備そ

な

へ
て
勉べ

ん

励れ
い

い

し
ゅ
っ
せ
い

た
す
時
に

は
、
何
事
も
成
就
い
た
さ
ん
、
或
は
華く

わ

族ぞ
く

・
士し

族ぞ
く

の
上う

へ

に
も
立
る

る
や
う
に
相
な
り
、
そ
の
身み

分ぶ
ん

以い

前ぜ
ん

に
百ひ

や
く

倍ば
い

し
て
重お

も

く
な
つ
た
事

で
ご
ざ
れ
ば
、
御
趣
意
を
よ
く
〳
〵
合が

点て
ん

い
た
し
、
銘め

い

々め
い

の
身
分

を
重
き
も
の
と
思
ひ
、
志
を
立
て
力ち

か
ら

を
尽
す
べ
き
の
時
で
ご
ざ
る
。

㋡�

前
に
ま
う
し
た
る
如
く
、
国
力
の
強つ

よ

く
な
る
も
御ご

威ゐ

光く
わ
う

の
張は

つ

て
ま

ゐ
る
も
、
全
く
国
中
の
人
民
悉こ

と
ご
とく

不
羈
自
由
の
行
あ
る
所
よ
り

起
つ
て
ま
ゐ
る
事
で
ご
ざ
れ
ば
、
と
く
と
爰こ

こ

に
眼

ま
な
ざ
しを

着つ
け

て
、
何
事

に
因
ら
ず
勤き

ん

労ろ
う

の

ほ
ね
 
お
り

力ち
か
ら

を
尽
し
、
其
分ぶ

ん

に
み
の
ほ
ど

応
じ
た
る
実じ

つ

効こ
う

を
た
て

た
る
が
肝
要
で
ご
ざ
る
に
因
て
、
官
武
一
途
庶
民
に
い
た
る
ま
で
、

各
其
志
を
遂
、
人
心
を
し
て
倦
ざ
ら
し
め
ん
事
を
要
す
、
と
は
御

定
め
に
相
な
つ
た
る
も
の
で
ご
ざ
る
。

　
　

第
四
条

旧き
ゆ
う

来ら
い

の
陋ろ

う

習し
ふ

を
破
り
、
天て

ん

地ち

の
公こ

う

道ど
う

に
基も

と
づ

く
べ
し
。

㋢�

此
条
は
、
い
は
ゆ
る
旧

き
ゆ
う

弊へ
い

一い
つ

新し
ん

の
御
趣
意
を
御
示
し
に
な
つ
た
る
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御
文
で
ご
ざ
る
が
、
此こ

の

旧
来
の
陋
習
を
破
り
と
有
ま
す
る
は
、
ま

づ
御ご

政せ
い

事じ

向む
き

何な
に

事ご
と

に
因
ら
ず
旧
く
よ
り
仕し

来き
た

り
の
陋あ

し

き
習
は
し
が

夥お
び
た
だし

く
有
ま
す
る
所
を
悉
く
破
り
棄す

つ

る
と
ま
う
す
事
で
ご
ざ
る
。

㋣�

天
地
の
公
道
に
基
く
べ
し
と
有
ま
す
る
は
、
天
地
の
間
に
行
は
る

る
所
の
公

お
ほ
や
けな

る
道み

ち

に
基
づ
い
て
定
む
べ
し
と
ま
う
す
意
に
ご
ざ
り

て
、
万ば

ん

事じ

旧
来
の
陋
習
を
破
り
棄
て
正た

だ

し
い
方
に
正
し
い
方
に
と

御ご

改か
い

正せ
い

に

お
あ
ら
た
め

相
な
る
事
で
、
此
上
も
な
く
宜よ

ろ

し
き
御
趣
意
で
ご
ざ
る
。

　

�

然し
か

る
所
を
、
不
開か

い

化く
は

な
田い

な
か舎

の
人
を
見
ま
す
る
に
、
動や

や

も
す
る
と

自じ
ぶ
ん
じ
ぶ
ん

分
々
々
の
腹は

ら

の
中な

か

に
染し

み

着つ
い

た
る
旧ふ

る
き
く
せ習
を
破
り
棄
る
と
い
ふ
事
を

と
ん
と
知
ら
ず
に
居を

つ
て
、
其
染
着
た
る
陋
習
を
以
て
定じ

よ
う

木ぎ

を
い

た
し
て
、
当た

だ

今い
ま

の
大ご

せ

政い
じ

を
彼か

れ

此こ
れ

と
誹ひ

謗ぼ
う

い

そ
し
り

た
す
も
の
が
有
ま
す
る

が
、
此
は
い
は
ゆ
る
杓し

や
く

子し

定じ
よ
う

木ぎ

と
申
す
も
の
で
、
甚

は
な
は
だの

心
得
違

で
ご
ざ
る
。

㋤�

熟つ
れ

々づ
れ

我わ
が

帝み
く
に国

、
古こ

今こ
ん

時じ

世せ
い

の

む
か
し
い
ま
と
き
 
よ

沿え
ん

革か
く

を

う
つ
り
か
は
り

考か
ん
が
へへ

ま
す
る
に
、
上い

に

古し
へ

の

御
定
は
何
れ
も
正
し
く
致
し
て
、
よ
く
天
地

こ
と
は
り

の
道だ

う

理り

に
適か

な

つ
て
を

つ
た
事
で
有
ま
す
る
が
、
数す

千せ
ん

歳ざ
い

の
年と

し

月つ
き

を
重か

さ

ぬ
る
に
従し

た
が

つ
て

漸だ
ん

々だ
ん

に
変へ

ん

革か
く

い
た
し
て
ま
ゐ
つ
て
、
是
ま
で
の
や
う
に
変
な
景あ

り

象さ
ま

と
は
な
り
果は

て

た
も
の
で
、
譬た

と

へ
ば
昔む

か
し

は
髪か

み

を
結ゆ

ふ
事
な
く
月さ

か

代や
き

を

剃そ
る

事こ
と

な
く

き
も
の

、
衣い

類る
い

は
筒つ

つ

袖そ
で

に
し
て
裾す

そ

を
つ
け
ず
、
脚あ

し

に
は
股も

も

引ひ
き

や

う
の
も
の
を
着ち

や
く

用よ
う

致
し
、
ま
た
武
士
だ
の
平
民
だ
の
と
い
ふ
や
う

な
差さ

別べ
つ

な
く
、
両り

や
う

刀と
う

を
帯た

い

す
る
も
の
も
無な

か

つ
た
所
を
、
い
つ
と
な

く
遷う

つ

り
変か

は

つ
て
、
武
士
と
平
民
と
の
隔へ

だ
て

が
起
り
、
両
刀
を
帯
た
る

も
の
が
で
き
、
衣
類
に
裾
を
つ
け
袖
を
潤ひ

ろ

く
致
し
て
着き

る
様や

う

に
な

り
、
髪
を
ゆ
ひ
月
代
を
す
る
こ
と
が
始は

じ

ま
つ
た
や
う
な
訳わ

け

に
て
、

何
事
も
沿う

つ
り

革か
は

つ
て
昔
と
は
大
に
相さ

う

違ゐ

い
た
し
て
ま
ゐ
つ
た
事
で
ご

ざ
る
。

㋥�

因よ
つ

て
、
其そ

れ

を
追お

い

々お
い

と
正
し
い
方
に
改
正
い
た
し
て
ま
ゐ
る
事
で
、

ま
づ
お
ひ
つ
き
の
武
士
と
い
ふ
も
の
を
廃は

い

し
や
め

、
四
民
同
じ
や
う
に

遊
ば
さ
る
る
の
法
を
た
て
さ
せ
ら
れ
、
人
の
風ふ

う

俗ぞ
く

は
昔
の
通と

ほ

り
月

代
を
剃
ら
ず
髪
を
ゆ
は
ず
衣き

服も
の

の
袖
を
窄せ

ま

く
い
た
し
て
ま
ゐ
る
と

云
類た

ぐ
ひ

は
、
皆
天ち

の

う

ち

地
間
の
道
理
に
適
つ
て
、
い
は
ゆ
る
開
化
の
風
俗

で
ご
ざ
れ
ば
、
彼
是
と
い
ふ
べ
き
所
は
少
し
も
な
い
事
で
ご
ざ
る
。

大だ
い

名み
や
う

国こ
く

主し
ゆ

な
ど
い
ふ
も
の
も
、
も
し
無
つ
た
者
で
有
ま
す
る
に

因
て
、
御ご

廃は
い

止し

に
相
な
つ
た
も
、
い
は
ゆ
る
天
地
の
公
道
に
か
な

ひ
、
当と

う

然ぜ
ん

の

あ
た
り
ま
へ

御
趣
意
と
ま
う
す
べ
き
も
の
、
穢ゑ

多た

・
非ひ

人に
ん

な
ど
い

ふ
名み

や
う

目も
く

も
、
古ふ

る

く
は
無
つ
た
も
の
で
ご
ざ
る
に
因
て
、
平
民
に
な

さ
れ
た
も
、
人に

ん

情じ
や
う

に
か
な
ふ
所
に
い
た
し
て
、
実
に
至し

当と
う

の

ご
も
つ
と
も

御ご

所し
よ

置ち

と

お
と
り
あ
つ
か
ひ

申
す
べ
き
も
の
で
、
猶な

ほ

此
外
に
も
平
民
に
苗み

や
う

字じ

を
御
免

に
な
り
、
或あ

る
い

は
死
の
も
の
へ
は
、
神し

ん

道た
う

葬そ
う

祭さ
い

を
御お

許ゆ
る

し
に
な
り
、

ま
た
僧
侶
に
肉に

く

食じ
き

・
妻さ

い

帯た
い

勝か
つ

手て

た
る
べ
き
旨
を
仰
せ
出
さ
れ
た
る

類た
ぐ
ひ

が
、
甚
多お

ほ

く
あ
り
ま
す
る
が
、
皆
同ど

う

様や
う

の
わ
け
で
、
例れ

い

の
染
着

た
る
陋
習
を
さ
つ
ぱ
り
と
洗あ

ら

ひ
去さ

つ
て
、
所い

は

謂ゆ
る

活く
わ
つ

眼が
ん

を

い
き
た
る
ま
な
こ

開
い
て

見
る
時
に
は
、
御
一
新
以
来
の
御
変
革
と
申
す
も
の
、
愕お

ど
ろ

く
べ
き

事
は
一
つ
も
な
く
、
事じ

じ々

件け
ん

々け
ん

皆

こ
　
と
　
ご
　
と
　
く

手
を
拍う

つ

て
感か

ん

服ぷ
く

欣き
ん

悦え
つ

す

か
ん
じ
い
り
よ
ろ
こ
び

る
事
ば
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か
り
で
ご
ざ
る
。

　

�
何
事
も
右
の
如
く
旧
く
よ
り
し
き
た
り
の
陋い

や

し
き
習
は
し
を
悉

こ
と
ご
とく

破
り
去
つ
て
、
断だ

ん

然ぜ
ん

御

は
つ
き
り
と

改
正
遊
ば
さ
る
る
事
で
ご
ざ
る
が
、
因
つ

て
旧
来
の
陋
習
を
破
り
、
天
地
の
公
道
に
基
く
べ
し
と
は
、
御
定

め
に
相
な
つ
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

　
　

第
五
条

智ち

識し
き

を
世せ

界か
い

に
求も

と

め
大お

ほ
い

に
皇

く
わ
う

基き

を
振し

ん

起き

す
べ
し
。

㋦�

此
条
は
、
智
識
を
世
界
に
学
び
と
つ
て
、
大
に
皇
基
を
振ふ

り

起お
こ

す
と

い
ふ
御
趣
意
を
御
示
し
に
な
つ
た
る
御
文
で
ご
ざ
る
が
、
こ
の
智

識
を
世
界
に
求
め
と
有
ま
す
る
智
識
は
、
い
は
ゆ
る
才さ

い

智ち

見け
ん

識し
き

の

こ
と
で
、
世
界
に
求
め
は
、
世せ

界か
い

中じ
ゆ
う

の
宜よ

ろ

し
き
所
を
ば
悉

こ
と
ご
とく

学
び

と
つ
て
御お

用も
ち

ひ
に
相
な
り
、
上
下
一い

つ

般ぱ
ん

の
才
智
見
識
を
開ひ

ら

き
給
ふ

や
う
に
遊
ば
さ
る
る
を
申
し
た
も
の
で
ご
ざ
る
。
大
に
皇
基
を
振

起
す
べ
し
と
有
ま
す
る
も
、
天て

ん

皇し

様さ
ま

の
御お

職し
よ
く

分ぶ
ん

と
し
て
天
下
を

無む

窮き
ゆ
う

に
統お

御を
さ
め

遊
ば
さ
る
御ご

政せ
い

道ど
う

の
基き

本ほ
ん

を
盛せ

い

大だ
い

に

さ
 
か
 
ん

振ふ
り

起お
こ

す
べ
し

と
申
す
事
で
ご
ざ
る
。

㋧�

抑
そ
も
そ
も

神か
み

代よ

の
む
か
し
、

あ
ま
つ
み
お
や

天て
ん

祖そ

天あ
ま

照て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

様さ
ま

の
詔

み
こ
と
の
り

以も
ち

て
、
皇す

め

孫み
ま

瓊に

に々

杵ぎ
の

尊み
こ
と

様さ
ま

を
此こ

の

国こ
く

土ど

の
大お

ほ

君き
み

と
御
定
に
相
な
り
、
天あ

ま

降く
だ

り
遊

ば
さ
る
る
時
に
、
葦あ

し

原は
ら
の

千ち

五い

百ほ

秋あ
き

乃の

水み
づ

穂ほ
の

国く
に

者は

、
是わ

が
こ

吾ら
の

子つ
ぎ

孫つ
ぎ

可べ
き

レ

王き
み
と

之な
る

地く
に

也な
り

。
宜ま

た
二

爾い
ま
し

皇す
め

孫み
ま

就い
で
ま

而し
て

治を
さ
め

一

焉
。
行ゆ

き

矣た
ま
へ

、
宝

あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
の
さ
か
え
ま
さ
む
を

祚
之
降
、

当べ
し

下

与
二

天あ
め

壤つ
ち
の

一

無と
こ
し

窮へ
な
る

者
矣
、
と
神し

ん

勅ち
よ
く

あ

み
こ
と
の
り

ら
せ
ら
れ
た
る
こ
そ
我わ

が

天
皇
様
の
天あ

め

壤つ
ち

と
与と

も

に
窮き

は
ま

り
な
く
此
国
土
を
治を

さ

め
た
ま
ふ
と
こ
ろ

の
基
本
、
即

す
な
は
ち

皇
基
の
因
て
起
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
る
。

　

�

然し
か

し
な
が
ら
、
瓊に

に々

杵ぎ
の

尊み
こ
と

様さ
ま

御ご

創さ
う

業げ
う

の
基も

と
ゐ

を
御
開
き
に
相
成
た

る
を
は
じ
め
、
御ご

歴れ
き

代だ
い

の

ご
　
だ
い
　
だ
い

天
皇
様
方
に
い
た
り
て
も
、
時
と
し
て

皇く
わ
う

業げ
う

を
起
し
た
ま
へ
る
御ご

事じ

迹せ
き

を
考か

ん
が

ふ

こ
と
が
ら

る
に
、
い
づ
れ
も

名め
い
ほ
け
ん
さ

輔
賢
佐
の

か
し
こ
き
ひ
と

た
す
け
に
よ
ら
ざ
る
は
な
い
事
で
、
况い

は
ん

や
方ほ

う

今こ
ん

、
復

古
の
御
時
世
と
相
ま
つ
て
、
大
に
此
皇
基
を
振
起
し
、
国こ

く

威ゐ

を

く
に
の
ゐ
か
う

四

方
に
輝

か
が
や
かさ

ん
と
遊
ば
さ
る
る
の
時
で
ご
ざ
り
て
、
第
一
智ち

識し
き

の

さ
い
ち
け
ん
し
き

輔ほ
よ
く翼

を

た
す
け

う
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
成じ

や
う

就じ
ゆ

す
る
こ
と
能あ

た

は
ざ
る
所
よ
り
、

広
く
人じ

ん

材ざ
い

登と
う

庸よ
う

の

さ
い
あ
る
ひ
と
を
あ
げ
も
ち
ふ
る

道
を
開
か
せ
ら
れ
、
ま
た
は
外く

わ
い

国こ
く

人じ
ん

を
御お

ん

庸や
と
ひ

入い
れ

に
相
な
り
、
盛さ

か
ん

に
諸し

よ

州し
ゆ
う

の
学が

く

を
興
し
、
あ
る
ひ
は
留
学
生
を
御お

遣つ
か
は

し
に
相
成
て
、
世
界
の
宜よ

ろ

し
き
所
を
ば
も
ら
さ
ず
学
び
と
り
、

上
下
一
般
の
才
智
見
識
を
ひ
ら
き
た
ま
ふ
や
う
に
遊
ば
さ
る
る
事

で
、
実
に
深し

ん

謀ぼ
う

遠え
ん

慮り
よ

の

ふ
か
く
と
ほ
く
お
も
ん
ぱ
か
る

御
定
と
申
す
べ
き
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋨�

さ
れ
ば
、
今
の
御
時
世
に
生
れ
た
る
も
の
は
、
誰い

づ
れ

も
こ
の
御
趣
意

を
目め

あ
て的

と
い
た
し
て
、
所
謂
旧
習
を
去
り
知ち

見け
ん

を
開
き
世
界
万
国

の
形け

い

勢せ
い

に

あ
り
さ
ま

通
じ
、
開
化
日に

つ

進し
ん

の
域い

き

に
進す

す

み
、
報ほ

う

国こ
く

の

く
に
に
む
く
ゆ
る

志
を
つ
き
た

て
、
大
に
皇
基
の
振
起
つ
て
ま
ゐ
る
や
う
に
と
心こ

こ
ろ

懸が
く

べ
き
事
で
ご

ざ
る
。
前
に
も
申
し
た
る
が
如
く
、
上か

み

に
於お

い

て
は
上
下
同
心
と
云

べ
き
御
趣
意
を
御
示
し
遊
ば
さ
れ
、
下し

も

々じ
も

に
は
不ふ

羈き

自じ

由ゆ
う

の
行
あ

る
べ
き
所ゆ

ゑ
ん以

を
御
定
に
相
な
つ
た
も
、
全
く
こ
の
ゆ
ゑ
で
ご
ざ
る

に
因
て
、
智
識
を
世
界
に
求
め
、
大
に
皇
基
を
振
起
す
べ
し
と
は
、
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御
定
に
相
な
つ
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

我わ
が

国く
に

未み

曽ざ
う

有う

の
変へ

ん

革か
く

を
為な

さ

ん
と
し
、
朕ち

ん

躬み

を
以も

つ

て
衆し

ゆ
う

に
先さ

き

ん
じ
天て

ん

地ち

神し
ん

明め
い

に
誓
ひ
、
大お

ほ
い

に
斯こ

の

国こ
く

是ぜ

を
定さ

だ

め
、
万ば

ん

民み
ん

保ほ

全ぜ
ん

の
道
を
立た

て

ん
と
す
。

衆し
ゆ
う

亦ま
た

此こ
の

旨し

趣し
ゆ

に
基も

と
づ

き
、
協け

ふ

心し
ん

努ど

力り
よ
く

せ
よ
。

年
号
月
日
（
慶
応
四
年
三
月
十
四
日
）
御
諱
（
睦
仁
）

㋩�

此こ
の

一い
つ

章し
よ
う

は
、
御
誓
文
五
ケ
条
を
御
定
め
遊
ば
さ
る
る
に
就つ

い

て
、
天

皇
様
の
仰
せ
出
さ
れ
た
る
御ご

綸り
ん

言げ
ん

で
ご
ざ
る
が
、
我
国
未
曽
有
の

変
革
を
為
ん
し
て
有
ま
す
る
は
、
我
国
古む

か
し昔

よ
り
い
ま
だ
嘗か

つ

て
有あ

ら

ざ
る
所
の
変
革
を
施ほ

ど

こ
し
給
は
ん
と
し
て
と
ま
う
す
意
で
ご
ざ
る

が
、
実
に
此
御
一

ご

じ

せ

き

新
の
御ご

事じ

業げ
ふ

と
申
す
も
の
は
、
瓊に

に々

杵ぎ
の

尊み
こ
と

様さ
ま

降あ
ま

臨く
だ
り

あ
そ
ば
さ
れ
て
よ
り
以こ

の

来か
た

、
い
ま
だ
有
ざ
る
と
こ
ろ
の
大
変

革
と
申
す
べ
き
程
の
事
で
ご
ざ
る
。

㋪�

朕
躬
を
以
て
衆
に
先
ん
じ
と
有
ま
す
る
は
、
恐お

そ
れ

多
く
も
天
皇
様
御ご

自じ

身し
ん

、
衆
庶
万
民
の
先せ

ん

導だ
ち

を

さ
き
み
ち

な
ら
せ
給
ふ
と
申
す
意
で
ご
ざ
る
が
、

至し

尊そ
ん

の

た
ふ
と
き

御お
ん

身み

を
以
て
何な

に

故ゆ
ゑ

か
や
う
に
万
民
の
先さ

き

立だ
ち

と
な
り
、
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

を
厭い

と

は
せ
ら
れ
ず
、
古こ

来ら
い

未
曽
有
の
変
革
を
施
し
給
ふ
事
で

あ
る
と
申
す
に
、
天て

ん

祖そ

天あ
ま

照て
ら
す

大お
ほ

御み

神か
み

さ
ま
よ
り
言お

さ

寄づ
け

に
相
成
つ

た
る
天
下
を
大た

い

切せ
つ

に
い
た
し
、
万
民
保
全
の
道
を
立
ん
と
思お

ぼ
し

召め
し

給

ふ
の
外
は
な
い
事
で
、
ま
こ
と
に
有あ

り

難が
た

い
御
趣
意
で
ご
ざ
る
。

㋫�

天
地
神
明
に
誓
ひ
と
有
ま
す
る
は
、
天あ

ま
つ

神か
み

地く
に
つ

祇か
み

に
御
誓
ひ
を
立

さ
せ
ら
れ
て
と
申
す
事
で
、
則
御ご

誓せ
い

約や
く

あ
ら
せ
ら
れ
た
る
を
申
し

た
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋬�

大
に
斯
国
是
を
定
め
と
有
ま
す
る
国
是
は
、
国
に
是よ

ろ

し
き
掟お

き
て

を
ま

う
す
事
で
、
い
は
ゆ
る
御ご

誓せ
い

文も
ん

・
御ご

宸し
ん

翰か
ん

等な
ど

の
御ご

旨し

意い

に
も
と
づ

い
て
方い

ま今
の
御み

よ
時
世
に
相あ

ひ

応か
な

ふ
国
の
憲お

き
て法

を
盛
に
御
定
め
遊
ば
さ

れ
た
を
、
か
や
う
申
し
た
も
の
で
ご
ざ
る
。

㋭�

万
民
保
全
の
道
を
立
ん
と
す
と
有
ま
す
る
は
、
天
下
の
万
民
を
能よ

く

保ほ
う

護ご

し

し
ゆ
ご

て
安あ

ん

全ぜ
ん

な
ら
し
む
る
の
道
を
立
ん
と
し
給
ふ
事
で
あ
る
と

ま
う
す
意
で
、
此
万
民
保
全
の
道
を
仰お

ふ
せ

出ご
と

さ
れ
た
る
所
に
よ
く
眼ま

な
こ

を
着つ

け

て
、
あ
り
が
た
い
御
趣
意
の
程
を
弁が

て
ん知

い
た
す
が
宜
し
い
で

ご
ざ
る
。

㋮�

衆
亦
此
旨
趣
に
基
き
、
協
心
努
力
せ
よ
と
有
ま
す
る
は
、
汝な

ん
じ

衆
庶

万
民
も
亦
此こ

の

旨む
ね

に
基
づ
き
奉
つ
り
、
心こ

こ
ろ

を
協あ

は

せ
努つ

と
め力
せ
よ
と
仰
せ

ら
れ
た
る
御
綸
言
の
趣

お
も
む
きで

ご
ざ
る
。

　

�

今
や
こ
の
御
綸
言
に
遵し

た
が

ひ
奉
り
て
協
心
努
力
す
る
も
の
の
、
日ひ

び々

月つ
き

々づ
き

に
加く

は

は
る
所
よ
り
、
追お

い

々お
い

開
化
に
進
み
国
威
も
立
ち
、
天
下

一
般
保
全
の
御ご

恩お
ん

沢た
く

を
蒙
る
や
う
に
運
ん
で
ま
ゐ
る
と
申
す
も
の

は
、
全
く
御
一
新
のさ

か
ん
な
る
わ
ざ

盛せ
い

挙き
よ

を
施ほ

ど
こ

さ
れ
た
る
よ
り
起
つ
た
る
事
で
、

此
上
も
な
い　

厚
い

お
ん御ご

仁じ
ん

恵け
い

と

め
ぐ
み

ま
う
す
べ
き
も
の
で
ご
ざ
る
。

勅
意
宏
遠
、
誠
に
以
て
感
銘
に
不

た
え
ず

堪
。
今
日
の
急
務
、
永
世
の
基
礎
、

此こ
の

他た

に
出い

づ

べ
か
ら
ず
。
臣し

ん

等ら

、
謹つ

つ
し

ん
で
叡え

い

旨し

を
奉ほ

う

戴た
い

し
、
死し

を
誓
ひ

黽び
ん

勉べ
ん

従じ
ゆ
う

事じ

、
冀

こ
ひ
ね
が
はく
は
以も

つ

て
宸し

ん

襟き
ん

を
安
ん
じ
奉
ら
ん
。
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慶
応
四
年
戊
辰
三
月
　
　
　
　
総さ

う

裁さ
い

　
名
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公く

卿ぎ
よ
う

／
諸
侯
／
各
名
印

㋯�

此こ
の

章し
よ
う

は
、
総
裁
・
公
卿
・
諸
侯
の
方
々
、
前ま

へ

の
御ご

綸り
ん

言
に
答こ

た
へ

奉
り

て
御ご

誓せ
い

約や
く

申ま
う
し

上あ
げ

た
る
御
文
で
ご
ざ
る
が
、
勅
意
宏
遠
、
誠
に
以

て
感
銘
に
不
堪
と
有
ま
す
る
は
、
今こ

の

般た
び

仰
せ
出
さ
れ
た
る
勅

み
こ
と
の
りの

御
趣
意
は
、
宏ひ

ろ

く
遠と

ほ

く
慮

お
も
ん
ぱ
から

せ
給
ふ
事
に
致
し
て
、
孰つ

ら

々つ
ら

窺う
か
が

ひ

奉
る
と
、
骨こ

つ

髄ず
ひ

に
し
み
と
ほ
り
て
堪
か
ぬ
る
程ほ

ど

厚
い
思
召
で
有
ま

す
る
意
で
ご
ざ
る
。

㋰�

今
日
の
急
務
、
永
世
の
基
礎
、
此
他
に
出
べ
か
ら
ず
と
有
ま
す
る

は
、
今
日
御
一
新
を
施ほ

ど

こ
し
給
ふ
の
時
に
当
り
て
、
急
に
い
た
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
務つ

と
め

、
ま
た
永な

が
き

世よ

ま
で
の
基ど

だ
い

礎い
し
ず
ゑと

云
も
、
此
御
趣
意

の
外
に
は
決
し
て
有
ま
す
ま
い
、
と
申
す
意
で
ご
ざ
る
。

㋱�

臣
等
、
謹
で
叡
旨
を
奉
戴
し
、
死
を
誓
ひ
黽
勉
従
事
と
有
ま
す
る

は
、
臣

わ
た
く
し

等ど
も

謹
で
こ
の
御
趣
意
を
戴い

た
だ

き
奉
り
、
命い

の
ち

を
か
け
て
御
誓

ひ
申
し
、
黽つ

と

め
は
げ
み
て
御
奉
公
仕
つ
る
と
申
す
意
で
ご
ざ
る
。

㋲�

抑
そ
も
そ
も

天
皇
様
御ご

自じ

身し
ん

、
衆
庶
万
民
の
先さ

き

に
立た

た

せ
ら
れ
て
千せ

ん

辛し
ん

万ば
ん

苦く

遊
ば
さ
る
る
程
の
事
で
ご
ざ
れ
ば
、
誰た

れ

が
之こ

れ

を
傍ぼ

う

観く
は
ん

す

よ
そ
み

る
と
い

ふ
理

こ
と
わ
りあ

る
べ
き
、
各

お
の
お
の

命
を
か
け
て
従ご

ほ
う
こ
う事

致
す
べ
き
は
勿
論
の
こ

と
で
ご
ざ
る
。

㋳�

冀
く
は
以
て
宸こ

こ
ろ襟

を
安
じ
奉
ら
ん
と
有
ま
す
る
は
、
上
に
申
し
た

る
如
く
、
命
に
か
け
て
御
奉
公
仕
つ
り
、
冀
く
は
さ
ば
か
り
天
下

万
民
を
深ふ

か

く
思
召
さ
せ
給
ふ
宸
襟
を
御ご

安あ
ん

心し
ん

さ
せ
奉
る
や
う
に
仕

つ
り
ま
せ
う
と
御
誓ち

か
ひ約

ま
う
し
上
た
る
意
の
御
文
で
ご
ざ
る
が
、

此
御
文
の
旨し

意い

は

む

ね

、
下し

も

々じ
も

一
般ぱ

ん

の
上
に
ま
で
か
か
る
事
に
致
し
て
、

誰
も
た
れ
も
か
や
う
心
得
な
く
て
は
相
す
ま
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
る
。

㋴�

然し
か

る
所
を
、
片か

た
い
な
か

田
舎
な
ど
に
は
、
御お

上か
み

の
御
趣
意
思
召
に
そ
む
い

て
守
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
彼か

れ

此こ
れ

と
誹ひ

謗ぼ
う

い

そ
し
り

た
し
、
或あ

る
ひ

は
御
政
事
の

障さ
ま

碍た
げ

を
い
た
す
も
の
も
あ
る
と
申
す
事
で
、
実じ

つ

に
恐お

そ

れ
入
た
る
事

で
ご
ざ
る
。

　

�

苟
い
や
し
くも

我わ
が

帝く

国に

の
民た

み

と
生
れ
て
人じ

ん

心し
ん

を
そ
な
へ
た
る
も
の
は
、
貴き

賤せ
ん

上じ
よ
う

下げ

を
問
は
ず
老
若
男
女
を
論
ぜ
ず
、
必

か
な
ら
ず

此
御
文
の
旨む

ね

を
体た

い

認に
ん

い
た
し
て
、
謹
で
叡
旨
を
奉
戴
し
、
死
を
誓
ひ
、
黽
勉
従
事
、
冀

く
は
以
て
宸
襟
を
安
ん
じ
奉
ら
ん
と
目も

く

的て
き

を
た
て
、
厚あ

つ

き
御ご

恩お
ん

徳と
く

の
万ま

ん

分ぶ
ん

一が
い
ち

も
報
ひ
奉
る
や
う
に
と
心こ

こ
ろ

懸が
く

る
が
第
一
の
御
奉
公
と
申

す
べ
き
も
の
で
ご
ざ
れ
ば
、
各

お
の
お
のと

く
と
領が

て
ん解

い
た
さ
る
る
が
宜
し

い
で
ご
ざ
る
。

御
誓
文
大
意
終

㋵
（
奥
付
）（
広
告
）
御
宸
翰
大
意　

近
刊

　
　
　
　
　

書　

肆　
　

東
京　

和
泉
屋
市
兵
衛
（
八
名
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
豆
三
嶋　

小
西
又
三
郎

　
　

御
宸
翰
大
意
序
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楢な
ら

葉の
は

の
名
に
お
の
の
宮
の
古ふ

り

に
し
歌う

た

に
、
梢こ

づ
え

の
み
あ
は
ぎ
見
え
つ
ゝ

箒は
は

木き

の
本も

と

を
本
よ
り
知し

る
人ひ

と

ぞ
な
き
、
と
賦よ

め

る
こ
と
の
如
く
、
総
て

の
事こ

と

は
何な

に

に
あ
れ
、
大お

ふ

概か
た

う
ち
見み

え
た
る
こ
と
は
誰た

れ

や
し
人
も
知
ら

ざ
る
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
別こ

と

に
其
事
の
起お

こ

れ
り
し
大お

ふ

本も
と

を
、
残の

こ

る
限か

ぎ
り

な
く
真ま

つ

曲ぶ
さ

に
明
め
え
た
る
人
は
、
を
さ
を
さ
稀ま

れ

に
な
む
有あ

り

け
る
。

さ
れ
ば
、
此こ

の

大お
お
き

政
ま
つ
り
ご
との

始は
じ
め

に
我わ

が

天す
め
ら

皇み
こ
と

の
宇う

豆づ

の
御み

手て

以も

て
染そ

め

給た
ま

ひ
し

宸み
ふ
で翰

の
詔

お
ふ
み
こ
とは

、
食を

す

国く
に

天あ
め
の

下し
た

の
上か

み

中な
か

下し
も

の
人ひ

と

等ど
も

の
尽

こ
と
ご
と
く、

固も
と

よ
り
其
叡お

ふ
み

慮こ
こ
ろ

の
慶

よ
ろ
こ
ばし

き
貴た

ふ
と

き
理

こ
と
は
りは

知
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
ら
め
れ
と
、

今い
ま

し
か
く
咲さ

く

花は
な

の
薫に

ほ

ふ
が
如ご

と

く
真ま

盛さ
か
り

に
美め

で

た
く
開ひ

ら

け
ゆ
く
皇み

ま
つ

政り
ご
と

の

古い
に
し
へに

立た
ち

復か
へ

れ
る
こ
と
の
遠と

ふ

き
源
に
遡

さ
か
の
ぼり

つ
ゝ
覓ま

き

求も
と

め
む
と
し
も
思お

も
ひ

寄
れ
る
人
の
最い

と

乏と
も

し
き
世
の
中な

か

な
る
に
、
筑
後
の
国
人
吉
田
強
介
は
、

さ
る
世
の
習な

ら

え
を
も
心こ

こ
ろ

と
せ
ず
し
て
、
即す

な
は

ち
是
れ
の
書ふ

み

を
著あ

ら
は

し
て
、

天
皇
の
宸
翰
に
述の

べ

賜た
ま

ひ
し
大お

ふ

詔み
こ
と

の
本も

と
の

旨む
ね

を
ば
、
浅あ

さ

茅ぢ

原は
ら

委つ
ば
ら曲

に
説と

き

明あ
か

し
て
、
食
国
の
民た

み

は
賢

か
し
こ
し

愚お
ろ
か

の
差け

じ
め

な
く
皆み

な

悉こ
と
ご
とに

知し
り

弁わ
き
ま

へ
し
め
む
と
、

甚い
と

足ま
め

や
か
に
物も

の

せ
ら
れ
た
る
は
、
こ
れ
も
亦ま

た

彼か
の

事こ
と

の
起お

こ

れ
り
し
大
本

を
悟さ

と
り

得え

せ
し
む
べ
き
一か

た

端は
し

な
る
べ
し
と
、

此
書
の
世
に
出い

で

来こ

し
こ
と
を
悦た

の

し
み
喜よ

ろ
こ

び
が
て
ら
に
、
か
く
な
る
。

／
正
六
位
田
中
頼
庸
／
佐
藤
得
所
書
□
□

　
　
御
宸
翰
大
意�

筑
後　

吉
田
強
介
謹
述

①�

此
御
宸し

ん

翰か
ん

は
、
神
武
天
皇
紀
元
二
千
五
百
二
十
八
年
即す

な
は

ち　

今
上

天
皇
御
即そ

く

位い

の
翌よ

く

歳と
し

慶
応
四
年
戊
辰
の
三
月
十
四
日
、
畏か

し

こ
く
も

　

今
上
天
皇
の
深
き
御
仁じ

ん

恤ぢ
つ

に
て
、
億
兆
を
安
撫
し
、
国
威
を
宣

布
遊
ば
さ
れ
度た

く　

叡え
い

慮り
よ

を
以
て
天
下
の
百
官
諸
侯
と
共
に
天
地
の

神じ
ん

祇ぎ

を
御
誓せ

い

祭さ
い

遊
ば
さ
れ
、
五
ケ
条
の
御
誓
文
書か

か

せ
ら
れ
、
皇
政

一
新
の
本
基
を
立
さ
せ
ら
れ
、
第
一
御
政
事
の
肝か

ん

要や
う

た
る
人
民
の

意い

嚮き
や
う

は
始
何
に
ぞ
や
、
外
国
の
交こ

う

際さ
い

は
如
何
に
す
べ
き
、
何
れ
に

て
も
従
来
の
姿す

が
た

に
て
は
万
民
の
君
た
る
御
職
分
も
立
ち
難
く
、
且

つ
向か

う

後ご

の
目も

く

的て
き

も
立
た
ざ
れ
ば
、
先
づ
君
民
の
親
み
を
厚あ

つ

ふ
し
て
、

上
下
同
心
す
る
こ
と
も
急き

う

務む

ぞ
と
思
し
召
さ
る
る
こ
と
よ
り
、
斯

く
も
畏
こ
き
御
宸
翰
遊
ば
さ
れ
し
な
り
。

　

苟か
り

初そ
め

に
も
皇み

く

国に
く

の
民
た
る
も
の
、
誰
か
之
を
感か

ん

載た
い

せ
ざ
ら
ん
や
。

　

�

臣
不
肖
な
り
と
雖
ど
も
、
聊い

さ
さ

か　

聖
旨
の
在
る
所
を
管く

わ
ん

窺き

し
て
、

之
が
大
意
を
謹き

ん

述じ
ゆ
つ

し
、
以
て
天
下
の
同
志
に
示
す
こ
と
爾し

か

り
。

ア�

朕ち
ん

、
幼よ

う

弱じ
や
く

に
し
て
大だ

い

統と
う

を
紹つ

ぎ
、
爾じ

来ら
い

何
を
以
て
萬
国
に
対た

い

峙じ

し
、

列れ
つ

祖そ

に
仕つ

か

へ
奉

た
て
ま
つら
ん
や
と
、
朝
夕
恐き

よ
う

懼く

に
堪た

へ
ざ
る
也
。

①　

�

臣
（
強
介
）

謹つ
つ
し
んで

按
ず
る
に
、
朕
と
は
、
至し

尊そ
ん

自み
づ
か

ら
称
す
る
の
言こ

と
ば

に
し
て
、

昔
は
誰
も
彼
も
用
ひ
し
字
な
り
し
が
、
書し

よ

経き
よ
う

の
大た

い

禹う

謨ぼ

な
ど
に
、

天
子
の
言
に
朕
の
字
を
用
ひ
し
よ
り
、
秦し

ん

の
始
皇
帝
の
二
十
六

年
に
、
此
字
は
天
子
な
ら
で
は
用
ひ
ぬ
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
り
。

②　

�
大
統
と
は
、
畏
こ
く
も
天あ

ま

照て
ら
す

大お
ほ

神み
か
み

の
皇す

め

孫み
ま

を
天
下
の
大お

お

君き
み

と

定
め
玉
ひ
し
時
、
葦あ

し

原は
ら

の
千ち

五い

百ほ

秋あ
き

瑞み
づ

穂ほ

の
国
は
、
吾
が
生う

み

の
子
の
王き

み

と
ま
す
べ
き
地く

に

な
り
。
爾い

ま
し

皇す
め

孫み
ま

、
就

い
で
ま
して

知し
ろ

し
め
せ
、

宝
祚
の
隆

み
さ
か
えは

、
天あ

め

壤つ
ち

と
共
に
無
窮
な
る
べ
し
、
と
詔の

り

玉
ひ
て
よ
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り
、
五
世
の
皇
孫
神か

む

倭や
ま
と

伊い

波は

礼れ

毘ひ

古こ
の

命み
こ
と

、
神し

ん

聖せ
い

英え
い

武ぶ

の
君
に

ま
し
ま
し
、
都み

や
こ

を
大や

ま
と和

の
橿か

し

原は
ら

に
定
め
玉
ひ
し
よ
り
二
千
五
百

二
十
餘
年
に
し
て
、
今
上
天
皇
ま
で
一
百
二
十
三
世
、
一
系け

い

聨れ
ん

綿め
ん

と
し
て
、
実
に
天あ

め

壤つ
ち

と
窮
り
な
き
御み

位く
ら
い

を
大
統
と
は
申
し
上

ぐ
る
也
。

今
上
天
皇
は
、
孝こ

う

明め
い

天
皇
の
御
子
に
ま
し
ま
し
て
、
御
諱い

み
なを

睦む
つ

仁ひ
と

と
申
し
上
げ
奉
り
、
御
歳
十
六
の
冬
十
二
月
、
御
父
天
皇
の

崩ほ
う

御ぎ
よ

に
遭あ

ひ
玉
ひ
て
、
翌
年
慶
応
三
年
の
正
月
、
猝に

わ

か
に
御
即

位
遊
ば
せ
し
故
に
、
朕
幼
弱
に
し
て
猝
か
に
大
統
を
紹
ぐ
、
と

仰お
ほ

せ
ら
る
ゝ
な
り
。

③　

�

さ
て
、
こ
の
御
宸
翰
は
、
其
翌
年
の
事
な
る
が
、
先
帝
の
御
代

嘉
永
六
七
年
の
頃こ

ろ

よ
り
し
て
、
合あ

め
り
か
こ
く

衆
国
の
使し

船せ
ん

し
ば
し
ば
関
東

に
迫
り
交
易
の
事
を
請こ

ひ

け
れ
ば
、
先
帝
深
く
宸し

ん

襟き
ん

を
悩
ま
し
玉

ひ
し
か
ど
、
時じ

勢せ
い

と
云
ひ
條
理
と
云
ひ
、
止
む
を
得
ざ
る
機き

会く
わ
い

に
て
、
旧き

う

幕ば
く

府
と
合
衆
国
と
交
際
の
條
約
を
結む

す

ぶ
事
と
な
り
、

横
浜
を
始
め
其そ

處こ

此こ

處こ

に
港み

な
と

を
開ひ

ら

き
貿ぼ

う

易え
き

の
法
を
立
て
た
り
し

に
、
去
年
弥

い
よ
い
よ

旧
幕
府
も
政せ

い

権け
ん

を
返
上
し
奉
り
、
皇
政
復ふ

く

古こ

仰

せ
出
さ
れ
し
上
は
、
殊こ

と

更さ
ら

に
萬
国
の
親し

ん

睦ぼ
く

を
厚
ふ
し
玉
は
ね
ば

な
ら
ぬ
事
と
な
り
け
れ
ば
、
如
何
に
し
て
彼
の
萬
国
に
立
ち
並な

ら

び
て
行
く
べ
き
ぞ
、
と
宸
襟
を
煩わ

づ
ら

は
さ
れ
、
且
つ
政
権
武
門
に

帰
し
て
よ
り
殆ほ

と
ん

ど
一
千
有
余
年
、
弊
習
多
き
人
民
を
如
何
に
し

て
開
化
せ
し
む
べ
き
。
百
二
十
余
代
の
祖そ

宗そ
う

歴れ
き

聖せ
い

に
如
何
に
し

て
事

（
つ
か
へ
）ま

つ
り
奉
る
べ
き
ぞ
、
と
朝あ

さ

な
夕ゆ

ふ

な
に
恐お

そ

れ
多
く
思
ふ
ぞ

や
と
仰
せ
ら
る
事
に
し
て
、
実
に
感か

ん

泣き
う

に
堪
ざ
る
な
り
。

④　

�

さ
て
萬
国
と
は
、
総そ

う

じ
て
云
へ
ば
全ぜ

ん

地ち

球き
う

上
の
国
々
な
れ
ど
、

之
を
大
別
す
る
と
き
は
、
亜あ

細じ

亜あ

・
欧よ

う
ろ
つ
は

羅
巴
・
亜あ

米め

利り

加か

・
亜あ

佛ふ

利り

加か

・
豪お

う

斯す

多た

羅ら

利り

亜あ

の
五
大
州
に
し
て
、
其
亜
米
利
加
の

内
な
る
合め

り

衆け
ん

国
を
始
と
し
て
、
欧
羅
巴
の
英い

き

吉り

利す

や
ら
佛ふ

朗ら
ん

西す

や
ら
魯お

ろ

西し

亜あ

・
日ぜ

耳る

曼ま
ん

・
和お

ら

蘭ん
だ

な
ど
、
既
に
條
約
を
結
び
し
国

も
十
余
国
に
及
び
た
り
。
是
等
の
国
々
は
、
何
れ
も
み
な
日
々

月
々
に
文
化
に
進す

す

み
、
萬
里
の
波は

涛と
う

も
平ひ

ら

地ち

の
如
く
渡
り
来
て

交
り
を
結
ぶ
こ
と
な
れ
ば
、
我
大
日
本
も
、
亜
細
亜
中
の
堂ど

う

々ど
う

た
る
帝て

い

国こ
く

に
し
て
、
殊
に
萬
国
無
比
の
国
体
な
れ
ば
、
彼
の

国
々
と
交
り
て
一
点て

ん

も
恥は

ぢ
ざ
る
様
遊
ば
ざ
れ
度

（
た
し
）と

の　

聖
旨

也
。
臣
民
、
誰
か
奉ほ

う

戴た
い

せ
ざ
ら
ん
や
。

イ�

竊ひ
そ
か

に
考

か
ん
が
ふ

る
に
、
中
葉
朝
政
衰お

と
ろ
へて
よ
り
、
武
家
権
を
専も

つ
ぱ

ら
に
し
、

表お
も
て

に
朝
廷
を
推す

い

尊そ
ん

し
て
、
実
は
敬け

い

し
て
之
を
遠と

う

ざ
け
、
億
兆
の
君

た
る
も
、
唯
名
の
み
に
成
り
果は

て
、
其
が
為
に
今
日
、
朝
廷
の
尊そ

ん

重ち
よ
う

は
古

い
に
し
へ

に
倍ば

い

せ
し
が
如
く
に
て
、
朝
威
は
倍

ま
す
ま
す

衰お
と
ろ

へ
、
上
下
相
離

る
る
こ
と
霄あ

め

壌つ
ち

の
如
し
。
か
ゝ
る
形
勢
に
て
何
を
以
て
天
下
に
君く

ん

臨り
ん

せ
ん
や
。

⑤　

�
中
葉
と
は
、
中
世
と
い
ふ
に
同
じ
。
保
元
平
治
の
頃こ

ろ

を
い
ふ
。

朝
政
と
は
、
朝
廷
の
政
事
と
い
ふ
事
な
り
。『
標ひ

よ
う

注ち
う

職し
よ
く

原げ
ん

抄し
よ
う

』

別べ
つ

記き

を
按あ

ん

ず
る
に
、
朝
廷
と
は
早
朝
に
出
仕
す
る
所
な
る
よ
し
、
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舒じ
よ

明め
い

記き

及お
よ

び

（
紀
）

今
昔
物も

の

語が
た
り

を
引
き
考こ

う

證し
よ
う

せ
り
。
然
れ
ど
も
『
爾

雅
』
の
注
に
は
、
臣
の
君
に
見ま

み
え

る
を
朝
と
い
ふ
と
あ
れ
ば
、
早

朝
に
参ま

い

る
と
い
ふ
こ
と
に
も
非
ざ
る
べ
し
。

政
は
祭

ま
つ
り

事ご
と

と
訓く

ん

じ
、
古
は
天
皇
と
神
と
同
殿
に
ま
し
ま
し
て
祭さ

い

政せ
い

一い
つ

致ち

な
り
し
故
な
り
。

⑥　

�

さ
て
朝
権
の
武
門
に
移う

つ

り
し
は
、
実
に
保
元
平
治
の
争そ

う

乱ら
ん

よ
り

源み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
総そ

う

追つ
い

捕ぶ

使し

に
任
ぜ
ら
る
ゝ
に
基も

と
い

を
固か

た

め
し
こ
と
な

れ
ど
も
、
朝
政
の
衰
へ
し
は
、
全
く
藤
原
氏
世
々
外が

い

戚せ
き

の
威
を

以
て
推
柄
を
恣ほ

し
い

ま
ま
に
せ
し
に
本も

と

づ
け
り
。

而
し
て
源
氏
も
、
ま
た
北
条
氏
に
専せ

ん

横わ
う

せ
ら
れ
、
終

（
つ
い
）に

親
王
を

奉
じ
て
之
を
木（

本
）主

の
如
く
し
、
表

お
も
て

向む
き

は
皇
室
を
推お

し
尊た

つ
とむ

が
如

く
し
て
、
其
実
は
朝
廷
を
し
て
国
政
に
手
を
着
け
ざ
ら
し
む
る

様
、
之
を
京
師
に
推
し
籠こ

め
置お

き
、
論
語
に
鬼き

神し
ん

を
敬
し
て
之

を
遠
ざ
く
と
云
ひ
し
如
く
に
取と

り
扱あ

つ
かひ

て
、
億
兆
千
萬
大
勢
の

民
の
君
と
称
し
、
大
日
本
国
六
十
余
州
の
至
尊
と
い
ふ
も
、
誠

に
名
の
み
の
事
に
な
り
、
果は

た
して

億
兆
の
人
民
は
如
何
な
る
有
様

な
る
や
、
六
十
余
州
の
地
方
は
誰た

が
手
に
領
せ
る
や
も
知
り
得

ら
れ
ざ
る
程ほ

ど

に
推
し
上
げ
ら
れ
、
其
れ
故
に
朝
廷
の
尊
重
な
る

こ
と
は
、
神
武
天
皇
以い

来ら
い

聞き
き

も
及
ば
ぬ
ほ
ど
な
れ
ど
も
、
上
下

の
間あ

い
だ

い
や
ま
し
に
離は

な

れ
隔へ

だ

た
り
、
天
地
の
如
き
違
ひ
に
な
り
、

果
て
武
家
は
い
よ
い
よ
威
権
に
誇ほ

こ

り
、
天
下
自
か
ら
封
建
の
姿

す
が
た

を
な
し
、
億
兆
の
人
民
も
将
軍
の
武
威
は
鬼
神
の
如
く
恐
れ
を

の
の
け
ど
も
、
朝
廷
は
如
何
な
る
も
の
に
や
、
天
皇
は
何
事
を

遊
ば
す
こ
と
が
、
露つ

ゆ

聊い
さ
さ
かも

知
り
得
ら
れ
ぬ
様
な
り
ゆ
き
ぬ
。

　
　

�

且
つ
武
家
も
、
北
條
よ
り
足あ

し

利か
ゞ

、
足
利
よ
り
織お

田だ

・
豊と

よ

臣と
み

・
徳と

く

川が
は

と
、
姦か

ん

雄ゆ
う

侫ね
い

武ぶ

代か
は

る
代
る
起お

こ

り
、
中
に
は
朝
廷
を
敬
し
て
遠

ざ
く
る
の
み
な
ら
ず
、
兵
馬
を
以
て
至
尊
に
敵て

き

し
奉
り
、
詭き

謀ぼ
う

を
逞た

く
ま

し
ふ
し
て
天
皇
を
幽ゆ

う

閉へ
い

し
奉
り
、
実
に
天
日
地
に
落お

ち
、

天
下
黒く

ら

暗や
み

の
世
と
な
り
け
り
。
臣
等
、
今
猶な

ほ
そ
の
歴れ

き

史し

を
読よ

む
毎ご

と

に
、
歯は

を
切

き
り
し
ばり

て
慨が

い

歎た
ん

せ
ざ
る
は
な
し
。

⑦　

�

斯か
か

る
朝
廷
の
姿
に
て
は
、
億
兆
の
君
た
る
職
掌
も
立
ち
難が

た

く
、

何
の
面
目
あ
り
て
我
こ
そ
天
子
な
り
此
處
こ
そ
朝
廷
な
り
と
て
、

天
下
萬
民
の
上
に
立
つ
べ
き
ぞ
と
、
深
く
御
慨な

げ
き歎

遊
ば
さ
る
る

也
。
実
に
畏
こ
き
御
事
な
ら
ず
や
。

ウ�

今
般
、
朝
政
一
新
の
時
に
膺あ

た

り
、
天
下
億
兆
一
人
も
そ
の
處と

こ
ろ

を
得

ざ
る
時
は
皆み

な

朕ち
ん

が
罪つ

み

な
れ
ば
、
今
日
の
事
、
朕
自み

づ
か

ら
身し

ん

骨こ
つ

を
労ろ

う

し
、

心し
ん

志し

を
苦く

る

し
め
、
艱か

ん

難な
ん

の
先
に
立
ち
、
古

い
に
し
へ

列れ
つ

祖そ

の
尽
さ
せ
玉
ひ

し
蹤あ

と

を
履ふ

み
治ち

蹟せ
き

を
勤つ

と

め
て
こ
そ
、
始
て
天
職
を
奉
じ
て
億
兆
の

君
た
る
所
に
背そ

む

か
ざ
る
べ
し
。

⑧　
�

さ
て
武
家
の
権
勢
は
、
上
に
述の

べ
し
如
く
、
日
に
ま
し
盛さ

か
ん

な
る

に
従し

た
が

ひ
、
終
に
驕き

よ
う

奢し
や

に
誇ほ

こ

り
怠た

い

惰だ

に
陥お

ち
い

り
、
千
百
の
弊へ

い

害が
い

涌わ

く

が
如
く
起お

こ

り
、
天
下
の
人
民
ま
す
ま
す
其そ

の

抑よ
く

制せ
い

を
厭い

と

ひ
、
民
心

漸よ
う
や

く
離
散
し
、
政
務
殆ほ

と
ん

ど
齟そ

齬ご

せ
り
。

⑨　

�

之
に
加く

は

ふ
る
に
、
嘉
永
六
七
年
以
来
、
外
国
の
交
際
い
よ
い
よ
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威
に
し
て
、
内
外
の
事じ

務む

日
々
月
々
に
多た

端た
ん

な
る
時
節
に
当
り
、

斯
る
驕
奢
怠
惰
の
政
府
に
て
は
容よ

う

易い

に
治
め
得
べ
か
ら
ざ
る
場

合
に
陥
り
、
実
に
天
下
の
大
患く

わ
ん

こ
れ
よ
り
甚
し
き
は
あ
ら
ず
。

こ
れ
先
帝
の
深
く
御
宸し

ん

憂ゆ
う

遊
ば
さ
れ
し
所
以
な
り
。

⑩　

�

然
る
に　

今
上
天
皇
御
即
位
の
年
冬
十
月
、
内
大
臣
徳
川
慶よ

し

喜ひ
さ

、

天
下
の
形
勢
止や

む
こ
と
を
得
ざ
る
を
察
し
、
将
軍
職
を
辞じ

し
、

大
政
を
返
上
し
奉
れ
り
。
此
に
於
て
、
此
年
十
二
月
、
尽
く
天

下
の
諸
侯
を
京
都
に
召め

し
寄よ

せ
ら
れ
、
こ
の
月
の
十
月
、
始
て

皇
政
復
古
遊
ば
さ
る
る
の
旨
を
布
告
せ
ら
れ
、
舊き

う

来ら
い

の
摂せ

つ

政し
や
う

関か
ん

白ぱ
く

を
廃は

い

し
、
総そ

う

裁さ
い

・
議
定
・
参
与
の
三
職
を
置
せ
ら
る
。
翌

年
三
月
、
御
誓
文
及
び
こ
の
御
宸
翰
遊
ば
す
こ
と
と
は
な
り
。

⑪　

�

さ
て
保
元
・
平
治
巳
来
、
凢
そ
七
百
余
年
の
間
、
武
家
に
専せ

ん

横お
う

せ
ら
れ
た
る
大
政
も
、
今
日
天て

ん

運う
ん

循じ
ゆ
ん

環く
わ
ん

の
時
に
膺
り
、
か
く

復
古
中
興
遊
ば
さ
れ
、
天
下
萬ば

ん

機き

の
政
務
、
尽
く
至
尊
の
御
親

裁
遊
ば
す
こ
と
と
な
り
し
上
は
、
実
に
天
皇
は
億
兆
の
君
た
る

名
実
相あ

い

合か
な

ひ
し
な
れ
ば
、
此
の
上
は
、
天
下
萬
民
の
苦く

楽ら
く

を
御

一
身
に
御
引
受
遊
ば
し
て
、
下
々
の
小
民
に
至
る
ま
で
、
凢
そ

大
日
本
の
民
た
る
も
の
は
皆
御
子
の
如
く
思
し
召
さ
る
る
こ
と

故
に
、
萬
民
の
中
、
一
人
に
て
も
幕
府
の
時
の
如
く
抑よ

く

制せ
い

に
苦

し
む
も
の
や
、
冤

む
じ
つ
の

罪つ
み

に
陥
る
も
の
な
ど
あ
る
時
は
、
こ
れ
皆

億
兆
の
父
た
る
朕わ

れ

一
人
の
不ふ

行ゆ
き

届と
ど
き

な
る
よ
り
起
れ
る
こ
と
に
て
、

朕
よ
り
外
に
此
罪
に
当あ

た

る
も
の
無
き
こ
と
な
れ
ば
、
今
日
中
興

一
新
の
事
に
つ
き
て
は
、
何
事
も
朕
自じ

身し
ん

と
身み

骨ほ
ね

を
労
し
心こ

こ
ろ志

を
苦
し
め
、
艱
難
な
る
こ
と
は
天
下
萬
民
の
先
立
と
な
り
て
、

崇し
ゆ

神じ
ん

天
皇
の
詔

み
こ
と
の
りに

、
我
皇
祖
、
諸
天
皇
の
宸し

ん

極き
よ
く

に
光
臨
し
た

ま
ふ
は
、
豈あ

に

一
身
の
為
な
ら
ん
や
、
と
仰
せ
ら
れ
し
如
く
、
我

身
一
人
の
為
な
ら
ず
、
天
下
萬
民
の
為
に
、
総
じ
て
は
一
百
二

十
余
代
の
御
歴
代
、
別
し
て
は
神じ

ん

武む

・
崇し

ゆ

神じ
ん

・
仁に

ん

徳と
く

・
天て

ん

智ぢ

・

桓く
わ
ん

武む

諸し
よ

聖せ
い

帝て
い

の
御
世
平
か
に
治
ま
り
し
如
く
、
億
兆
の
君
た

る
義つ

と
め務

を
つ
く
し
て
こ
そ
、
始
て
天あ

ま
つ

日ひ

嗣つ
ぎ

の
職
掌
に
も
恥は

づ

か
し

が
ら
ぬ
事
な
る
べ
し
、
と
仰
せ
ら
る
る
な
り
。

エ�

往
む
か
し

昔
、
列れ

つ

祖そ

萬ば
ん

機き

を
親み

づ
か

ら
し
、
不
臣
の
も
の
あ
れ
ば
自
ら
将
と
し

て
之
を
征
し
た
ま
ひ
、
朝
廷
の
政
、
総す

べ

て
簡か

ん

易い

に
し
て
、
此
の
如

く
尊
重
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
、
君
臣
相あ

ひ

親し
た
し
んで
上
下
相
愛
し
、
徳
澤
天

下
に
洽あ

ま
ね

く
、
国
威
外
海
に
輝か

が
や

き
し
な
り
。

⑫　

�

昔
し
、
神か

む

倭や
ま
と

伊い

波は

礼れ

毘い

古ひ
こ
の

命み
こ
と

、
一
た
び
東
征
し
玉
ひ
て
、
都み

や
こ

を
大や

ま
と和

に
定
め
玉
ひ
し
よ
り
、
保
元
・
平
治
の
前
に
至
る
ま
で

凢
一
千
七
百
年
間
、
御
代
御
代
の
天
皇
、
親み

づ
か

ら
萬
機
を
聴て

い

断だ
ん

し

玉
ひ
て
、
治
乱
す
べ
て
天
皇
の
御
掌
中
に
あ
り
し
か
ば
、
も
し

四
海
の
中
一
人
も
朝
旨
に
背そ

む

き
萬
民
の
害が

い

と
な
る
者
あ
る
時
は
、

天
皇
み
づ
か
ら
大
将
と
な
り
た
ま
ひ
て
、
天
下
百
姓
の
う
ち
戦せ

ん

争そ
う

の
役や

く

に
立
つ
も
の
を
召
し
集あ

つ

め
さ
せ
ら
れ
、
之
を
兵
隊
と
な

し
て
征
伐
せ
し
め
、
以
て
天
下
の
害
を
除
き
、
其
事
す
で
に
鎮し

づ

ま
れ
ば
、
都み

や
こ

に
還く

わ
ん

御ぎ
よ

あ
り
て
政
を
執
り
玉
ひ
、
兵
役
の
者
も
故も

と
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の
如
く
家
に
帰
り
て
、
或
は
農
を
務
め
或
は
工
を
な
し
、
別
に

武
家
だ
の
武
士
だ
の
と
い
ふ
威
権
が
ま
し
き
も
の
あ
る
事
な
く
、

何
事
も
簡
便
容
易
に
し
て
、
近
来
の
如
く
尊
大
貴
重
の
事
な
ら

ざ
る
ゆ
へ
、
君
臣
の
間
も
自
ら
親し

た

し
く
、
上
下
の
交
り
も
相

互た
が
ひ

に
愛あ

い

憐れ
ん

し
て
、

⑬　

�

仁
徳
天
皇
の
難な

に

波は

の
宮
に
御
世
し
ろ
し
め
せ
し
時
、
天
下
の
民

の
貧ま

づ

し
き
を
悲
し
く
思お

ぼ

し
召め

し
、
三
年
の
あ
い
だ
年ね

ん

貢ぐ

諸し
よ

役や
く

を

御
免
仰
せ
出
さ
れ
、
宮
中
の
御
節せ

つ

倹け
ん

は
、
畏
こ
く
も
御
殿て

ん

の
御

屋
根
は
雨あ

め

も
り
て
御
衣こ

ろ
も

は
破や

ぶ

れ
た
れ
共
、
御
修し

ゆ

復ふ
く

も
遊
ば
ざ
れ

ざ
り
し
に
、
三
年
の
後
、
百
姓
の
稍や

や

富と
み

栄さ
か
え

え
た
る
を
知
ろ
し
め

し
、
深
く
御
喜よ

ろ
こ

び
遊
ば
さ
れ
し
か
ば
、
天
下
の
百
姓
み
な
涙な

み
だ

を

流な
が

し
て
御
恩
に
感
じ
、
我
も
我
も
と
馳は

せ
集あ

つ

ま
り
、
宮
殿
の
御

修
復
も
忽た

ち
ま

ち
に
出
来
た
り
し
と
。

⑭　

�

又
醍だ

い

醐ご

天
皇
は
、
寒さ

む

き
夜
に
百
姓
の
難
義
な
ら
ん
こ
と
を
思
し

召
し
、
朕
の
み
斯
く
あ
た
た
か
に
臥ふ

す
べ
き
か
は
と
て
、
御
衣

を
脱ぬ

ぎ
す
て
玉
ひ
し
こ
と
あ
る
如
く
、
上
下
の
間
ま
こ
と
に
親

し
く
聖
君
の
徳と

く

化く
わ

、
末す

え

々ず
え

ま
で
洽あ

ま
ね

ね
か
り
し
故
、

⑮　

�

仲
哀
天
皇
崩ほ

う

御ぎ
よ

の
後
、
息お

き

長な
が

帯た
ら
し

日ひ
め
の売

命み
こ
と

、
大お

ほ

后き
さ
き

の
御
身
に
て

新し
ら

羅ぎ

の
国
迄ま

で

征せ
い

討た
う

し
、
国
の
威
光
を
外
国
に
輝か

が
や

か
し
た
ま
ひ
し

も
、
皆
上
下
相
親
む
よ
り
出
来
し
こ
と
な
ら
ず
や
。

⑯　

�

然
る
に
其
後
、
漸よ

う
や

く
政
権
藤
原
氏
の
手
に
専

も
つ
ぱ
らに

し
て
、
四
方
に

軍い
く
さ事

あ
る
時
は
、
源
平
二
氏
の
も
の
に
命
じ
て
之
を
伐う

た
し
め
、

己
れ
等
は
徒い

た
づ

ら
に
都
の
風
月
に
安
逸
を
偸ぬ

す

み
居
り
し
よ
り
、
自

ら
彼
の
源
平
二
氏
の
勢

い
き
ほ
い

威さ
か
ん

に
し
て
、
こ
れ
よ
り
武
士
と
い
ふ

も
の
始
ま
り
し
や
。

⑰　

�

終
（
つ
い
）に

は
藤
原
氏
の
み
が
、
畏
こ
く
も
天あ

ま
つ

日ひ

嗣つ
ぎ

の
大
君
ま
で
国
の

政
事
に
手
を
著
る
こ
と
な
ら
ざ
る
様
に
推
し
上
げ
ら
れ
、
果
て

は
国
威
を
外
国
に
輝

か
が
や
かす

す
心
な
き
の
み
な
ら
ず
、
港み

な
と

を
鏁と

ざ

し
て

一
人
も
外
国
に
交
る
こ
と
を
許ゆ

る

さ
ざ
る
に
至
り
し
也
。
そ
れ
故

に
、
国
内
の
事
す
ら
弊
害
多
き
こ
と
な
れ
ば
、
外
国
な
ど
の
事

は
如
何
な
る
も
の
に
や
、
夢
に
も
知
ら
ず
あ
り
し
な
り
。
口
お

し
か
り
し
こ
と
な
ら
ず
や
。

オ�

然
る
に
近
来
、
宇う

内だ
い

大
に
開
け
四
方
に
相
雄ゆ

う

飛ひ

す
る
の
時
に
当
り
、

独ひ
と

り
我
国
の
み
世せ

界か
い

の
形
勢
に
う
と
く
、
旧
習
を
固こ

守し
う

し
一
新
の

効こ
う

を
は
か
ら
ず
。
朕
徒い

た
づ
らに
九き

う

重て
う

の
中う

ち

に
安あ

ん

居き
よ

し
、
一
日
の
安
き

を
偸ぬ

す
み

、
百
年
の
憂う

れ
ひ

を
忘わ

す

る
る
時
は
、
遂つ

い

に
各
国
の
凌

り
よ
う

侮ぶ

を
受
け
、

上
は
列
祖
を
辱

は
づ
か
しめ
奉
り
、
下
は
億
兆
を
苦
し
め
ん
事
を
お
そ
る
。

⑱　

�

上
に
述
べ
し
如
く
、
寛
永
の
頃
よ
り
し
て
、
外
国
の
往
来
を
禁

ぜ
ら
れ
し
も
の
故
に
、
世
界
の
様
子
は
如
何
な
る
や
知
ら
ず
に

あ
り
し
。
其
間
に
、
宇
宙
間
の
国
々
は
、
日
に
ま
し
文
明
開
化

の
域い

き

に
進
み
、
政
事
・
教
法
は
云
ふ
も
更さ

ら

な
り
、
刑け

い

典て
ん

・
兵へ

い

法ほ
う

・
医
術
・
工
藝
、
九
百
の
こ
と
み
な
、
旧ふ

る

き
を
捨す

て
新
し
き

に
就つ

き
、
蒸
気
船
を
造つ

く

り
て
萬
里
の
波
涛
も
暫ざ

ん

時じ

に
渡わ

た

り
、
電

信
機
を
架か

け

て
は
千
百
里
の
路み

ち

を
隔へ

だ

つ
る
も
瞬

ま
た
た
く

間あ
い
だ

に
便た

よ
り

を
通
ず
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る
な
ど
、
其そ

の

他た

鎖さ

細さ
い

の
事
に
至
る
ま
で
簡
便
自
在
に
し
て
、
国

富と
み

家
豊ゆ

た

か
に
、
人
民
各
ゝ
そ
の
業わ

ざ

に
は
げ
み
、
相
互
に
往ゆ

き

来き

し

て
物ぶ

つ

貨く
わ

を
交
易
し
、
終
に
未
だ
人
の
住す

み
得
ざ
る
島し

ま

を
検み

出い
だ

し
、

或
は
野や

蛮ば
ん

の
地
を
開か

い

拓た
く

し
、
日
に
ま
し
国
を
弘ひ

ろ

め
家
を
富と

ま
し
、

四
方
に
雄ゆ

う

飛ひ

と
い
ふ
を
鳥
の
か
け
る
が
如
く
に
往
来
し
、
寸す

ん

暇か

を
す
て
ず
事
業
を
つ
と
む
る
時
節
に
当
り
、

⑲　

�

唯た
だ

独
り
我
が
日
本
国
の
み
更
に
萬
国
の
様
子
も
知
り
得え

ず
、
天

皇
は
徒

い
た
づ
らに

天
つ
つ
ら
に
か
た
ど
れ
る
九こ

こ
の

重え

の
宮
中
に
安
居
し
て
、

天
下
の
諸
侯
は
相
互た

が
い

に
私し

意い

を
逞

た
く
ま
しふ

し
、
之
を
改
め
一
新
す
る

の
計は

か
り

ご
と
も
あ
る
こ
と
な
く
、
依い

然ぜ
ん

と
し
て
昔
し
の
ま
ま
な
る

風ふ
う

俗ぞ
く

を
固
く
守
り
て
変
ず
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
彼
れ
は
蛮ば

ん

夷い

な

り
、
我
が
国
は
神
国
な
り
、
萬
国
は
鉄て

つ

砲ぽ
う

を
用
ゆ
る
共
わ
れ
は

弓
矢
を
以
て
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ど
と
、
彼
の
神か

み

風か
ぜ

を
の
み
頼た

の

み
居
り
、
そ
の
日ひ

過す
ご

し
に
安あ

ん

逸い
つ

を
貪む

さ
ぼ

り
な
ば
、
是
れ
一
日
の
楽

み
に
百
年
の
苦
み
を
忘
る
る
と
い
ふ
も
の
に
て
、
果
て
は
萬
国

の
侮

あ
な
ど
りを

受
け
、
今
ま
で
夷い

狄て
き

と
卑い

や
し

め
し
彼
れ
ら
に
凌し

の

ぎ
辱は

づ

か
し

め
ら
る
に
立
ち
至
り
、
恐
れ
多
く
も
、
上
は
百
二
十
餘
代
の
歴れ

き

聖せ
い

に
対た

い

し
奉
り
、
下
は
三
千
七
百
万
人
の
民
百
姓
に
憂う

き
目
を

見
す
る
こ
と
に
成
り
ゆ
か
ば
如
何
に
す
べ
き
と
、
こ
れ
の
み
恐

し
く
思
ふ
ぞ
や
と
仰
せ
ら
る
ゝ
な
り
。

⑳　

�

嗚あ

呼あ

、
我
国
中ち

う

古こ

唐も
ろ

土こ
し

の
制
に
模も

倣ほ
う

し
て
萬
機
を
執
り
行
ひ
玉

ひ
し
よ
り
、
日
々
月
々
に
文
化
に
す
す
み
萬
国
に
比
類
な
き
ほ

ど
一い

ち

応お
う

は
開
け
た
り
し
も
、
朝
政
の
衰
ふ
る
に
従
て
、
上
下
み

な
驕き

よ
う

奢し
や

の
弊
に
陥
り
て
、
開
化
の
歩あ

ゆ
み

も
中
途
に
し
て
進
み
得
ず
、

終
に
次
第
に
却き

や
く

歩ほ

せ
り
。
剰あ

ま
つ

さ
へ
鎖さ

港こ
う

の
陋ろ

う

習し
う

に
至
り
て
は
、

遂
に
半
開
の
域さ

か
い

を
出
る
こ
と
能
は
ざ
る
也
。

�　

�

之
に
反
し
て
、
萬
国
は
我
国
鎖さ

港こ
う

せ
し
頃
よ
り
し
て
、
ま
す
ま

す
開
明
に
進
歩
し
て
、
今
日
の
隆
盛
に
い
た
り
し
な
り
。
嗚
呼
、

か
れ
は
日
に
ま
し
進
み
行
き
、
我
は
日
に
ま
し
退
き
去
り
し
勢

な
り
け
れ
ば
、
今い

ま

更さ
ら

物も
の

事ご
と

を
彼
れ
に
学
び
用
ひ
ね
ば
な
ら
ぬ
事

と
な
り
け
る
は
、
実
に
口
お
し
か
り
し
こ
と
な
ら
ず
や
。

�　

�

さ
る
か
ら
に
、
凢
そ
わ
が
国
の
民
た
ら
ん
人
は
、
此
上
と
も
に

世
界
萬
国
の
形
勢
に
よ
く
通つ

う

暁ぎ
よ
う

し
、
古
今
の
事
跡せ

き

、
内
外
上
下

の
状じ

よ
う

態た
い

を
審

つ
ま
び
らか

に
し
、
必
ず
し
も
昔
し
を
の
み
善
き
事
と
拘こ

う

泥で
い

せ
ず
、
上
下
内
外
相
親
み
、
一
新
の
実じ

つ

効こ
う

を
あ
ぐ
る
に
志
を
尽

し
な
ば
、
冨ふ

国こ
く

強き
よ
う

兵へ
い

の
萬
国
に
譲ゆ

づ

ら
ざ
る
に
至
れ
る
も
、
豈あ

に

亦ま
た

何な
に

の
難
き
こ
と
な
ら
ん
や
。

カ�

朕
、
こ
こ
に
百
官
諸
侯
と
広
く
相あ

ひ

誓ち
か

ひ
、
列
祖
の
御
偉い

業ぎ
よ
う

を
継け

い

述じ
つ

し
、
一
身
の
艱か

ん

難
辛し

ん

苦く

を
問
は
ず
、
親
か
ら
四
方
を
経け

い

営え
い

し
、
汝

億
兆
を
安
撫
し
、
遂
に
は
萬
里
の
波
涛
を
開
拓
し
、
国
威
を
四
方

に
宣
布
し
、
天
下
を
冨
嶽
の
安
き
に
置
か
ん
こ
と
を
欲
す
。

�　

�
百
官
と
は
、『
事じ

物ぶ
つ

紀き

原げ
ん

』
に
、
唐と

う

虞ぐ

に
至
て
官
を
建
る
、
た
だ

百
故
に
歴
代
百
官
と
称
す
と
い
ふ
に
依
れ
ば
、
初
め
官
を
百
人

に
定
め
し
故
に
、
後
の
世
の
人
員
を
ま
し
た
れ
ど
も
、
や
は
り
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旧
称
に
従
て
百
官
と
い
ひ
し
由
な
り
。

諸
侯
は
、
我
国
古
よ
り
こ
れ
あ
り
し
に
非
ず
。
上
に
も
い
へ
る

如
く
、
中
世
朝
政
お
と
ろ
へ
て
よ
り
、
源
平
二
氏
に
属
す
る
武

士
ど
も
、
追
々
に
武
威
を
以
て
地
方
を
押お

う

領れ
う

し
、
終
に
封
建
の

姿
を
な
せ
し
な
り
。
然
る
に
近
古
よ
り
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
祿ろ

く

高た
か

を
定
め
、
大
名
と
称
し
て
幕
府
の
指し

揮き

を
受
け
て
、
其
国
々
を

守
り
居
る
事
と
な
れ
り
。

�　

�

さ
て
今
般
、
既
に
幕
府
も
辞
職
に
及
び
皇
政
復
古
仰
せ
出
さ
れ

し
に
就
て
、
斯
く
百
官
・
諸
侯
と
共
に
天
地
の
神
祇
に
誓ち

か

ひ
を

立
て
、
御
代
々
の
御
世
知し

ろ
し
め
せ
し
偉い

大だ
い

な
る
御
事
業
を
継つ

ぎ
述の

べ
て　

天
皇
自
ら
御
一
人
の
艱
難
辛
苦
は
問
は
せ
ら
れ
ず
、

東
西
南
北
の
隅す

み

ず
み
ま
で
手
を
尽
し
て
経け

い

緯い

営え
い

繕ぜ
ん

し
、
汝な

ん
ぢ

等ら

億

兆
千
萬
の
民
百
姓
を
安
ら
か
に
撫ぶ

育い
く

し
て
、
追
々
は
萬
里
の
海う

み

を
打う

ち

越こ
へ

て
外
国
ま
で
も
き
り
開
き
、
大
日
本
国
の
威
光
を
世
界

五ご

洲し
う

の
国
々
に
輝か

が
や

か
し
、
天
下
の
人
民
を
冨
士
山
の
如
何
な
る

風
に
も
雨
あ
ら
れ
に
も
少
し
も
動う

ご

か
ぬ
巍ぎ

々
た
る
が
如
く
、
安あ

ん

穏ぢ
ん

治ち

平へ
い

に
為
し
た
き
も
の
ぞ
、
と
の
御ご

綸り
ん

言げ
ん

な
り
。

キ�

汝
億
兆
、
旧
来
の
陋ろ

う

習し
う

に
慣な

れ
、
尊
重
の
み
を
朝
廷
の
事
と
な
し
、

神
州
の
危き

急き
う

を
し
ら
ず
。
朕
一
た
び
足
を
挙
ぐ
れ
ば
、
非
常
に
驚

き
種
々
の
疑ぎ

惑わ
く

を
生
じ
萬
口
紛ふ

ん

紜う
ん

と
し
て
、
朕
が
志
を
為
さ
ざ
ら

し
む
る
時
は
、
是
れ
朕
を
し
て
君
た
る
道
を
失
は
し
む
る
の
み
な

ら
ず
、
従

し
た
が
つて
列れ

つ

祖そ

の
天
下
を
失
は
し
む
る
也
。

�　

�

此
御
文
は
、
更さ

ら

に
天
下
萬
民
に
対
し
実
に
親
し
き
勅

ち
よ
く

詔し
よ
う

に
て
、

朕
が
か
く
ま
で
思
ふ
心こ

こ
ろ

情ね

を
能
く
能
く
弁わ

き
ま

へ
明
め
て
、
汝
等
億

兆
千
萬
の
民
百
姓
も
、
昔
よ
り
仕
来
り
の
陋ろ

う

固こ

な
る
卑い

や
し

き
習
は

し
や
風
俗
を
の
み
好
き
事
と
思
ひ
、
唯
々
朝
廷
は
尊た

う
と

み
重お

も
ん

じ
さ

へ
す
れ
ば
宜
し
き
と
な
し
置
て
一
新
開
化
の
何
物
た
る
顧か

え
り

み
ず
、

我
が
神
国
の
危ふ

き
う

き
も
内
外
事
務
の
急
な
る
を
も
知
ら
ず
し
て
、

�　

�

朕
一
た
び
都
を
た
ち
出
て
、
或
は
民
の
害
た
る
賊ぞ

く

徒と

を
征
し
、

或
は
国
の
為
め
に
外
国
公
使
に
接
見
す
る
等
の
事
あ
れ
ば
、
尋よ

の

常つ
ね

な
ら
ざ
る
こ
と
の
様
に
之
を
驚
き
、
千
人
萬
人
口
々
に
彼
れ

此
れ
と
物も

の

騒さ
わ

が
し
く
言
ひ
な
し
て
、
終
に
は
非
理
を
訴う

つ
た

へ
無
道

に
陥
る
等
の
も
の
あ
ら
ば
、
何
れ
も
民
安
ら
か
な
れ
国
平
か
な

れ
と
思
ふ
朕
が
志
も
、
水
の
泡
と
な
り
行
き
、
到つ

ま
り底

、
瓊に

に々

藝ぎ
の

天
皇
巳
来
、
一い

つ

系け
い

聨れ
ん

綿め
ん

た
る
国こ

く

体た
い

も
亡ほ

ろ

ぶ
る
事
に
立
ち
至
る
こ

と
な
れ
ば
、
能
々
道
理
を
弁
へ
て
よ
、
と
の
仰
せ
な
り
。

ク�

汝
億
兆
、
能
々
朕
が
志
を
体た

い

認に
ん

し
、
相あ

ひ

率ひ
き
ひ

て
私し

見け
ん

を
去
り
、
公
義

を
採と

り
、
朕
が
業
を
助
け
て
神
州
を
保
全
し
、
列
祖
の
神し

ん

霊れ
い

を
慰い

し
奉
ら
し
め
ば
、
生せ

い

前ぜ
ん

の
幸こ

う

甚じ
ん

な
ら
ん
。

�　
�

上
に
段だ

ん

々だ
ん

述
べ
し
所
の
御
趣し

意い

を
能
く
々
々
各
〻
の
身
に
引
つ

け
て
、
相
共
に
手
を
引
き
あ
ふ
て
、
自じ

分ぶ
ん

一い
つ

巳こ

の
了り

よ
う

簡け
ん

を
除
き

去
り
、
天
下
公
共
の
義
理
を
取
り
、
至
尊
の
か
く
ま
で
思
し
召

さ
る
る
御
志
を
感か

ん

載た
い

し
、
中
興
復
古
の
御
事
業
を
聊い

さ
さ

か
な
り
と

も
助た

す

け
補お

ぎ
な

ひ
奉
り
、
二
千
五
百
年
た
る
神
の
御
国
を
保た

も

ち
全ま

つ
と

ふ
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し
て
、
百
二
百
余
世
御
歴
代
の
神
霊
を
慰な

ぐ
さ

め
奉
る
様
、
天
下
萬

民
相
共
に
朝あ

さ

夕ゆ
ふ

心こ
こ
ろ

掛が

け
ら
れ
な
ば
、
実
に
生
て
帝
位
を
践ふ

み

億
兆
の
君
と
な
り
し
朕
が
幸

さ
い
は
ひ、

亦
た
こ
れ
よ
り
甚
し
き
は
あ
ら

ざ
る
な
り
、
と
の
勅
詔
也
。

�　

�

さ
て
、
此
御
文
に
仰
せ
ら
る
る
、
私
見
を
去
り
公
義
を
採と

り
と

申
す
こ
と
は
、
御
誓
文
に
も
第
一
着
に
あ
げ
た
ま
へ
る
「
萬
機

公
論
に
決
す
べ
き
こ
と
」
と
仰
せ
ら
れ
し
通
り
に
て
、
天
下
の

治
乱
も
、
国
の
盛せ

い

衰す
い

も
、
民
の
苦く

楽ら
く

も
、
皆
こ
の
公
私
の
二
字

に
あ
る
こ
と
な
り
。
さ
れ
ば
こ
の
二
字
の
義
を
能
く
々
々
弁
へ

ざ
る
時
は
、
進
で
は
国
の
利
害
に
関あ

づ

か
り
、
退
て
は
巳
れ
の
得

失
に
係か

か

る
な
り
。

�　

�

蓋
し
私
は
、
わ
た
く
し
と
訓
じ
、
自
分
一
人
の
事
を
云
ふ
な
り
。

公
と
は
、
共
な
り
と
註
し
、
お
ふ
や
け
と
訓
じ
、
天
下
萬
民
凢

そ
人に

ん

間げ
ん

仲な
か

間ま

誰だ
れ

に
も
彼か

に
も
差さ

し

支つ
か
ひ

な
く
共
に
せ
ら
る
る
事
を
い

ふ
也
。
さ
て
私
と
い
ふ
も
の
は
、
元
来
巳
れ
一
人
の
事
ゆ
へ
、

一
人
の
身
に
取
り
て
は
誠ま

こ
と

に
勝か

つ

手て

の
よ
き
こ
と
に
て
も
、
他
人

と
共
に
す
る
事
は
な
ら
ぬ
な
り
。
ま
た
公
と
い
ふ
も
の
は
、
自

身
一
人
に
は
思
ふ
ま
ま
に
行
か
ね
ど
も
、
萬
国
萬
民
誰
れ
人
と

共
に
し
て
も
御
互
に
決
し
て
差
支
の
無
き
も
の
に
て
、
是
れ
そ

の
権
利
と
義
務
の
分
る
る
ゆ
へ
ん
、
政
刑
・
教
学
の
審

つ
ま
び
らか

に
せ

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。

然
る
に
、
人
生
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
も
の
無
き
故
に
、

先
づ
教
と
学
と
を
以
て
人
間
第
一
の
急
務
と
な
す
。
若
し
人
数

な
き
時
は
、
巳
れ
の
情

じ
よ
う

慾よ
く

を
の
み
恣

（
ほ
し
い
）ま

ま
に
し
て
、
他
人
の
差

支
に
は
聊
か
も
心
を
用
ひ
ざ
る
も
の
に
て
、
到と

う

底て
い

禽
獣
は
も
と

よ
り
教
ゆ
べ
き
様
も
無
き
ゆ
へ
に
、
巳
れ
の
情
慾
の
み
恣
ま
ま

に
し
て
、
此
に
一
碗
の
食
を
得
れ
ば
相
争
ふ
て
之
を
食
ひ
、
弱

き
も
の
は
決
し
て
食
ふ
こ
と
を
得
ず
。
も
し
強つ

よ

き
と
強
き
と
寄よ

り

合あ

ふ
時
、
相
互
に
戦
ひ
争
ひ
噬か

み
あ
ふ
て
、
互
に
傷き

づ

を
受
け
命

い
の
ち

を
落お

と

し
て
止
む
と
い
ふ
に
立
ち
至
る
。
こ
れ
皆
公
と
い
ふ
こ
と

を
知
ら
ざ
る
故
也
。
人
の
禽
獣
に
異
な
る
や
、
之
れ
を
教
へ
て

権
利
と
義
務
と
い
ふ
事
を
知
ら
し
む
。

�　

�

こ
の
権
と
義
に
公
利
の
別
あ
り
。
私
の
権
義
は
之
れ
を
民
法
と

名
づ
け
、
公
の
権
義
は
之
れ
を
国
法
と
名
づ
く
る
な
り
。
仮た

と
へ令

ば
、
君
は
民
を
保ほ

う

護ご

し
て
国
を
治
む
る
の
義
務
あ
る
故
に
、
民

よ
り
其
入に

う

費ひ

の
為
め
租そ

税ぜ
い

年ね
ん

貢ぐ

を
出
さ
し
め
て
、
そ
の
政
令
を

守
ら
し
む
る
の
権
利
あ
り
。
民
は
君
の
保
護
を
受
け
て
安
全
に

巳
れ
の
職
業
を
な
す
の
権
利
あ
る
故
に
、
年
貢
を
納
め
賦ふ

役え
き

を

勤つ
と

む
る
の
義
務
な
き
を
得
ざ
る
が
如
し
。
是
国
法
上
の
公
権
・

公
義
な
り
。

　
　

�
又
巳
れ
一
人
の
上
に
て
決
し
て
他
人
の
邪じ

や

魔ま

妨さ
ま
た

げ
に
な
ら
ざ
る

上
は
、
巳
れ
の
勝
手
に
な
し
得
べ
き
権
利
あ
り
。
さ
る
か
ら
に
、

巳
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
事
が
ら
は
、
決
し
て
他
人
に
手
を
下
す
べ

か
ら
ず
。
且
つ
人
間
の
交

ま
じ
は
りた

る
を
互
に
相
助
く
る
の
義
務
あ
る
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べ
し
。

　
　

�
近
く
は
一
家
の
中
、
父
子
兄
弟
夫
婦
の
間
だ
よ
り
隣と

な

り
近
所
は

い
ふ
も
更
な
り
、
一
村
一
国
に
至
る
ま
で
、
朋
友
仲
間
の
諸し

よ

約や
く

束そ
く

尽こ
と
ご
とく

み
な
之
を
民
法
上
の
権
義
と
な
す
。
中
に
就
て
心
に

思
ひ
口
に
噺は

な

す
等
の
事
が
ら
は
、
他
人
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
ほ
ど

の
事
な
ら
ば
、
如
何
様
な
る
こ
と
を
思
ふ
と
も
、
何
等
の
事
を

噺
（
は
な
）す

と
も
、
み
な
私
権
と
い
ふ
も
の
に
て
、
決
し
て
他
人
よ
り

妨
げ
ら
る
る
道
理
な
き
な
り
。

�　

�

こ
れ
等
の
様
子
、
能
く
々
々
弁
へ
知
り
て
、
一
分
一
巳
の
私
見

に
し
て
他
人
の
差
支
に
な
る
事
は
、
尽
く
除
き
去
り
て
、
天
下

萬
民
相
互
に
助
け
あ
ふ
て
国
の
太
平
を
な
す
様
に
、
あ
ふ
や
け

な
る
義
理
に
本
づ
き
て
各
の
職
業
を
務
む
る
は
、
則
ち
民
百
姓

の
国
に
対
す
る
大
切
の
義
務
な
り
と
知
る
べ
き
也
。

天
下
の
民
、
み
な
尽
く
此
の
如
く
の
心
に
な
り
行
き
て
こ
そ
、

天
下
太
平
・
国
家
安あ

ん

穏お
ん

と
い
ふ
も
の
な
れ
ば
、
至
尊
こ
れ
を
生

前
の
幸
甚
な
り
、
と
仰
せ
ら
る
る
な
り
。

ケ�

右
、
御
宸
翰
の
通
り
、
広ひ

ろ

く
天
下
億
兆
蒼そ

う

生せ
い

を
思
食
さ
せ
給た

ま

ふ
深

き
御
恵け

い

の
御
趣
意
に
付
、
末
々
の
者
に
至
る
迄ま

で

、
敬け

い

承し
よ
う

し
奉
り
、

心こ
こ
ろ

得え

違ち
が
ひ

無
レ

之
、
国
の
為
に
精
々
其
分
を
尽
す
べ
き
事
。

　
　
　
三
月
　
　
　
　
総
裁
／
輔ほ

弼ひ
つ

�　

�

此
一
段
の
御
文
は
、
總
裁
・
輔
弼
の
諸
公
、
御
宸
翰
の
御
趣
意

を
天
下
の
萬
民
に
告
示
す
る
の
御
文
に
し
て
、
右
の
如
く
深
き

思
し
召
し
な
る
故
に
、
下
々
小
前
の
も
の
ま
で
、
敬つ

つ
し

み
承

う
け
た
ま
はり

奉
り
て
了り

よ
う

簡け
ん

違ち
が

ひ
せ
ぬ
様
、
大
日
本
国
の
為
め
、
其
身
其
身
の

身
分
に
応お

う

じ
、
精
々
忠
義
を
尽
す
べ
し
と
の
意
な
り
。

�　

�

総
裁
・
輔
弼
と
い
ふ
は
、
御
一
新
の
初
め
に
置
か
れ
た
る
重お

も

役や
く

の
名
な
り
。
此
時
の
總
裁
は
有あ

り

栖す

川が
は

帥そ
つ
の
み
や宮

に
て
、
副
總
裁
は
三

條
大
納
言
、
輔
弼
は
岩い

わ

倉く
ら

右う

兵へ
う

衛え
の

督か
み

と
中
山
前
大
納
言
の
二
人

な
り
。
三
月
は
即
ち
慶
応
四
年
戊
辰
の
三
月
十
四
日
、
御
誓
祭

の
時
也
。
此
年
九
月
八
日
改
元
あ
り
て
明
治
元
年
と
な
れ
り
。

�　

�

さ
て
此
御
文
の
結け

つ

末ま
つ

に
あ
る
「
其
分
を
尽
く
す
」
と
い
ふ
事
は
、

誠
に
人
間
世
界
肝か

ん

要よ
う

の
こ
と
に
し
て
、
君
と
な
り
民
と
な
り
権

利
を
保
ち
義
務
を
つ
く
す
と
い
う
も
、
皆
こ
の
分
を
尽
す
の
外

は
な
き
な
り
。
冀

こ
い
ね
が
はく

ば
天
下
萬
民
も
ろ
と
も
に
、
長
者
は
長な

が

く
、

短
者
は
短み

じ
か

き
ま
ま
に
、
各

お
の
お
のそ

の
分ぶ

ん

相そ
う

応お
う

に
力
を
尽
く
し
、
相
生

養
し
て
以
て
天
理
人
道
を
全
ふ
せ
ん
こ
と
を
祈い

の

る
に
な
ん
。

（
奥
付
）

　
　
　

明
治
八
年
三
月
廿
七
日
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
芝
赤
羽
根
／
書
林　

山
口
屋
佐
七

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）


